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　医療分野における社会環境は最近大変厳しくなっておりますが、本学においても、教官定員削減、独法化、薬学教育年限延
長などの問題への対応が続いております。学外役員の先生方からも、これらと関連して薬学部、薬友会の新たな方向性について
の提言がありました。一方、本号の受賞の喜びや海外派遣だよりに多くの学生、若い研究者が登場してきたことは大変明るい話
題です。この欄が続くことを期待しています。また、薬学会年会（組織委員長：真弓教授）が来春大阪南港地区で開催されま
す。会員の皆様におかれましては、この機会にどうぞ大阪にお集まり下さいますようご案内申しあげます。　　　　　　　（Ｔ．Ｍ．） 

２年生 ３年生 ４年生 １年次 

修士課程（博士前期） 修士課程（博士後期） 

薬 学 研 究 科  
薬 学 部  

２年次 １年次 ２年次 ３年次 １年生 

８７ ８８ ８９ １０３ ９４ ３５ ３３ ４４ ８９ 

２８ －－ ３ ０ １ ２４ 博士後期 

８４ ２８ ４５ １ １ ９ 博士前期 

８８ ６９ １１ ０ １ ７ 学部学生 

卒業者総数 進学 企業 病院 官公庁 その他 

林　信一（１） 
萬年成泰（９）　奥田順三（９）　真弓忠範（１２） 
岩田宜芳（１１）　伊藤允好（１２）　田中慶一（１３） 
山内　博（１３）　谷野勝則（１４）　今西　武（１５） 
勝野真吾（１５）　大杉義征（１５）　鍋島俊隆（１６） 
馬場明道（１７）　植木明廣（１７）　鈴木桂子（１７） 
那須正夫（２１）　小林資正（２２） 
学部長（役職指定，宮本和久：特） 
大阪大学薬学部全専任教授 
（総務担当：田中（徹）、会計担当：前田、 
名簿担当：八木、広報紙担当：松田） 
大森秀信（９）　山下治夫（１３） 
近藤雅臣（２） 
新田進治（２） 
濱　堯夫（２）　抱　忠男（２）　藤井正美（２） 
松本光雄（２）　岩田宙造（６） 
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　薬友会会員の皆様におかれましては、ますま

すお元気にご活躍のこととお慶び申し上げます。

今年６月から宮本教授の後を受けて薬学研究科

長・薬学部長に就任し、同時に役職指定で薬友

会幹事長を仰せつかりました。平成９－１１年に

続いて、２回目となります。前回は大学院重点

化、今回は国立大学法人化と共に大きな制度改

革の時期に一致しますが、いずれもそれらに関

わってきた関係上、大役を仰せつかったという

次第です。最近の大阪大学、薬学研究科を取り

巻く情況を会員の皆様に報告し、ご挨拶に代え

させていただきます。 

　ご承知のように、国立大学法人化法案が国会

で成立し、平成１６年４月より、新しく国立大学

法人大阪大学が発足します。運営組織としては

総長を含む８名の役員（外部１名を含む）から

構成される役員会が最高意志決定機関となりま

す。役員会は経営協議会により外部から意見を

採り入れると共に、教育研究評議会（従来の評

議会に相当）による内部の意見をもとに大阪大

学を運営することになります。役員会のもとに、

総合計画室、教育・情報室、研究推進室、評価・

広報室、財務会計室、人事労務室の６つの室が

設置され、全ての立案、調整などを行い、各々

の室の長が役員となる構成です。 

　大阪大学もこの１年間で１期６年間（平成１６

－２２年）の中期計画、中期目標を立て、それに

合わせて各部局も中期目標、計画の策定を行っ

ております。これらの目標、計画は文部科学省

大臣の認可により実施され、期末においてその

達成度を評価され、その結果が２期目の予算措

置などに大きく反映されることとされておりま

す。これらの流れに合わせて、大阪大学でも大

学による部局を対象とした組織評価を導入し、

その成果に合わせた予算配分を実施する方向と

なっております。薬学研究科・薬学部も中期目

標・計画を策定すると共に、法人化に伴う種々

の対応を行っているところです。法人化は一つ

の側面として、管理の強化と弱肉強食の思想を

背景に持つことが指摘されています。従って、

もっとも重要なことは大阪大学の中で、薬学部

が外部に対してより自己主張をし、その存在感

を高めることを第一とすることです。 

　法人化の時代には今まで以上に大学が社会、

地域と関わる中で発展することが求められてい

ます。その視点から薬学研究科では多彩な活動

を展開しておりますが、中でも、薬学部５０周年

記念事業の一環として立ち上げた「地域研究交

流フォーラム」も今年で３年目を迎え、ますま

す充実したものになっております。今年度は９

月２６日（金）に予定されておりますので多くの先

輩諸氏のご参加をお待ちしております。 

　法人化以外にも、従来から議論されてきまし

た薬学教育年限問題（いわゆる６年制）がかな

りまとまりつつある情況にあります。この問題

への対処は法人化以上に薬学研究科の将来を左

右する極めて重要な問題であります。われわれ

全ての教職員が全力を挙げ、これらの解決を目

指すことは当然でありますが、先輩諸氏のご指

導、ご鞭撻を頂くことにより何とか将来の発展

的な展開を目指していきたいと考えております。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

寄付および 
終身会費 
納入者一覧 

　薬友会では４８期生以降については終身会費制（３０，０００円）をとっておりますが、そ
れ以前の卒業生には、会費に代わってご寄付をいただくことにいたしております。ご
寄付いただいた会員諸兄姉にお礼申し上げます。引続き広くご協力をお願いいたします。 
　下記の一覧は２００２年６月１日より２００３年５月３１日の間に終身会費とご寄付いただい
た方ですが、お名前が漏れている場合は薬友会会計担当までお知らせください。なお
寄付は１口５，０００円とし、同封の振込用紙でお送りくださいますようお願いいたします。 

（数字：期数、特別：特別会員） 

稲津　邦平（２）  
岡田　忠夫（２）  
濱　　尭夫（２）  
樋口　　進（２）  
井田　和枝（３）  
牛川　久雄（３）  
小林　良雄（３）  
小村　典子（３）  
田口　貞男（３）  
田中　悦子（３）  
濱　　一枝（３）  
新籾志保子（４）  
末田　寿子（４）  
竹田イサ子（４）  
峯本　嘉造（４）  
繁田　　実（５） 
鈴木美代子（５） 
木原　聆子（６） 

深本　明子（６） 
板崎サト子（７） 
折田　瑛子（８） 
高山　芳香（８） 
宮本　信子（８） 
杉本　　和（９） 
武知ハルミ（９） 
鳥内　淳子（９） 
西田　陽子（９） 
西村　豊子（９） 
荒木　公江（１０） 
岡島　順子（１０） 
久保田蓉子（１０） 
橋本　澄子（１０） 
尾野　慶子（１２） 
多田維久子（１２） 
細見　三郎（１２） 
吉田　洋子（１２） 

白木　政巳（１３） 
日比　善朗（１３） 
競　　奈尾（１４） 
中西　信子（１４） 
長村みどり（１４） 
野田　弘子（１４） 
日比野俊彦（１４） 
森井　慶子（１４） 
月原　冨武（１５） 
樋口　幸雄（１５） 
大橋　光雄（１６） 
大橋　良子（１６） 
岡上伊都子（１６） 
柴地　暁子（１６） 
鶴田　康則（１６） 
原田　昌弘（１６） 
藤井　敏彦（１６） 
藤田日出子（１６） 

細見　庸子（１６） 
三宅　正治（１６） 
山中すみへ（１６） 
山中　芳夫（１６） 
岡　佳津子（１７） 
角村　和彦（１７） 
北澤　恵子（１７） 
宮本　知久（１７） 
岩田　純子（１８） 
椿井　容子（１８） 
平谷　　一（１８） 
喜多　知子（１９） 
大垣寿美子（２０） 
高松　典正（２０） 
西田　春昭（２０） 
森　久美子（２０） 
宇野　雪子（２１） 
修理　一子（２２） 

橋村　恵子（２２） 
岸本知英子（２４） 
畑　　真弓（２５） 
向原　　恵（２５） 
大岩　陽子（２６） 
長山多美子（２６） 
山本真理子（２６） 
石川ひとみ（２７） 
井上　陽子（２７） 
荻野　晴代（２７） 
小南　順子（２７） 
竹田　朋子（２７） 
高井　晃子（３０） 
柴山　朋子（３２） 
岡本　博樹（３５） 
竹本　靖子（３５） 
磯和　明子（３７） 
藤田　真砂（３８） 

山田　智子（４０） 
溝口　　正（院６） 
長尾　重行（院９） 
松本　純一（院９） 
石原美知子（院１０） 
山木　正枝（院１０） 
青木　正忠（院１２） 
竹内　由和（院１２） 
山本　重雄（院１２） 
鍋島　俊隆（院１６） 
菅原　民雄（院１８） 
辻井　伸治（院２５） 
西永　正樹（院２６） 

衛藤　佑介（５１）         
大西　　亮（５１）         
幸田　健一（５１）         
杉本　詠子（５１）          
竹田　昌史（５１）          
鶴田まどか（５１）        
中村　周平（５１）  
橋本真由美（５１）  
古木　理恵（５１）  
星野こう子（５１）  
松本あゆみ（５１）  
溝渕　秀敏（５１）  
村田　信高（５１）  
柳田　大輔（５１）  
六田　光洋（５１）  

大林佳名子（５２）  
金川　尚子（５２）  
久保　大空（５２）  
小林あすか（５２）  
川口亜希子（５４）  
木村　友美（５４） 
鈴木　孝幸（５４） 
高辻茉由子（５４） 
辻本　景英（５４） 
丹羽章一朗（５４） 
東　由貴江（５５） 
渥美　知恵（５５） 
安部　智裕（５５） 
石井裕美子（５５） 
石塚　賀彦（５５） 

稲田　大彦（５５） 
伊野　達徳（５５） 
井上　尚子（５５） 
上野　耕司（５５） 
上野　紘之（５５） 
植山　裕司（５５） 
大河　万顕（５５） 
大谷　一平（５５） 
大槻　健弥（５５） 
大眉　佳大（５５） 
岡本　和久（５５） 
重川　晋一（５５） 
角野　洋一（５５） 
加茂　里美（５５） 
久米　　舞（５５） 

後藤　章広（５５） 
斉藤友歌里（５５） 
桜井　佑介（５５） 
嶋田　祥子（５５） 
高井　良宏（５５） 
高橋　正也（５５） 
高橋　美佳（５５） 
田辺　　綾（５５） 
谷本　恵一（５５） 
坪谷　好恵（５５） 
鳥居　将士（５５） 
中村　太樹（５５） 
西川　剛生（５５） 
能瀬　梓早（５５） 
服部　芳明（５５） 

英　　杏子（５５） 
羽場　亮太（５５） 
林　　香織（５５） 
端山　明子（５５） 
原田　秀作（５５） 
平山　恵実（５５） 
深坂　昌弘（５５） 
藤坂　朱紀（５５） 
藤田　裕介（５５） 
松川　周平（５５） 
松田　真希（５５） 
松原　惇起（５５） 
松本　梨江（５５） 
松山　憲司（５５） 
豆成　直子（５５） 

宮本　智子（５５） 
三好　哲也（５５） 
森岡　健州（５５） 
森川　大亮（５５） 
森本　雄輔（５５） 
安田宗一郎（５５） 
矢田　　幸（５５） 
矢野　耕史（５５） 
山口　みほ（５５） 
吉田　康伸（５５） 
若山　貴成（５５） 
渡辺　一平（５５） 

編
集
後
記 

平成１５年度薬学部および 
薬学研究科学生在籍数（平成１５年４月１日現在） 
平成１５年度薬学部および 
薬学研究科学生在籍数（平成１５年４月１日現在） 

平成１４年度卒業者の進路 平成１４年度卒業者の進路 

薬友会役員名簿 薬友会役員名簿 

寄 付 納 入 者  

終身会費納入者 

薬友会幹事長 

馬 場　明 道  
（薬学研究科長・薬学部長） 

ご
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日本薬学会 
第124年会の開催に 

あたって 

薬用資源解析学分野　教授　村上　啓寿 

１０ １１ 

薬用資源解析学 
寄附講座新設 

　平成１４年１０月１日に、５年間の任期で大阪大学薬学研究科に
三栄源エフ・エフ・アイ株式会社の寄附による「薬用資源解析
学寄附講座」が発足しました。本講座は、産学連携による研究
開発を行なう医薬シーズ産業化研究センターの一角を担い、新
規医薬品及び食品添加物・素材のシーズとなる植物資源の開拓、
有効利用、更にはそれに続く産業化を志向しております。 
　本講座の教授には、大阪大学薬学研究科天然物化学分野の村
上啓寿助教授が就任し、助手として京都大学農学研究科より辻
耕治博士が着任しております。さらに、平成１５年４月１日付け
で大阪大学薬学研究科博士後期課程を修了した田村理君が助手
として採用されました。 
平成１５年４月の教室の学生メンバーは、博士課程の学生が１名
（インドネシアからの留学生）、修士課程の学生が２名、４年生
が３名、研究生が２名、博士研究員２名となっており、教職員

を含めると全員で１３名のメンバーとなっております。また、本
講座には三栄源エフ・エフ・アイ株式会社の有用植物研究所も
協力頂いております。 
　本寄附講座の研究テーマについて簡単にご紹介致します。 
　村上教授ならびに田村助手は、薬用植物資源由来の医薬のシ
ーズ（種）となる化合物の探索、さらに探索したシーズ化合物を
足がかりとして、より簡略化された構造のリード化合物の合成
を進めておられます。特に、研究対象とする疾病には、マラリ
アやエイズなどの感染症を挙げ、現在のところ、種々の活性天
然物が発見されている段階です。また、新規作用機序を有する
抗がん剤に繋がる可能性のある天然物の探索も行なわれていま
す。さらに、昨年から、中央アフリカのコンゴ民主共和国キン
シャサ大学の研究者との共同研究で現地の薬用植物からの活性
天然物の探索も行っています。また、この４月からは、三栄源
エフ・エフ・アイ株式会社の協力のもとに、南米ブラジル、ペ
ルーの薬用植物由来の活性天然物の探索も開始しています。 
　辻助手は有用植物の栽培・育種関係が専門であり、現在は、
赤ダイコンの品種改良や遺伝子解析に関する研究を進めておら
れます。すでに、薬用植物園内には栽培圃場およびビニールハ
ウスが建築されており、今後、種々の条件下での栽培や交配研
究を行い、実りある成果を得られることを期待しています。 

　日本薬学会第１２４年会を２００４年３月２８日～３１日の４日間、大阪
市南港地区（ＡＴＣホール、ハイアット・リージェンシー・オオ
サカ、コスモスクエア、国際交流センター、ＷＴＣコスモタワー）
と千里ライフサイエンスビルで開催する事になりました。大阪で
の開催は平成５年（第１１３年会）以来、実に１１年ぶりの事であり
ます。前回は近藤雅臣名誉教授を組織委員長として立派に開催さ
れました。今回の１２４年会も更に充実した学会にしたいものと、
教授会を挙げて準備をしているところです。本来、日本薬学会の
主題は、生物系薬学・物理系薬学・化学系薬学・社会系薬学の４
本柱で支えられる「医薬品創製と適正使用」であり、全国の産・官・

学の約１万人もの薬学研究者・薬剤師が一堂に会し、一年間の学
術的成果等について情報交換を行うことが目的です。さらに本年
会では、人類の健康と福祉に貢献しつつ輝かしい未来を創造する
ことを目指して、海外からの著名な学者１１名（予定）、国内招待
講演者１５名（予定）による特別講演、部会横断的な各種シンポジ
ウム、セミナーなど約４０件を企画し一般講演とあわせて行います。
また、２８日には市民に対する公開講演会を開催（千里ライフサイ
エンスビル、入場無料）し、広く一般の人々に対して、医薬品は
もとより保健衛生思想の啓蒙と薬学への理解を深めて頂く為の企
画も用意しています。すなわち、「生命の世紀を生きる－健やか
な生活を営むために－」というメインテーマのもと、大阪大学・
薬学研究科・東　純一教授に「くすりの効く人、効かない人」（仮
題）と題して、医薬品の作用・副作用が、薬物代謝に関与する遺
伝子によって決められているメカニズムについてお話を頂き、さ
らに、こうした解析によって、テーラーメイド医療という新しい
領域が発展してきた最近の話題についても言及して頂く予定です。
ついで、大阪大学・医学系研究科・森本兼曩教授には「生活習慣
病とライフスタイル」（仮題）と題して、普段曝されている様々
な環境要因を含めた我々のライフスタイルが原因となって多くの
疾患が引き起こされる事についてお話を頂き、また疾患要因が引
き起こす身体反応のメカニズムさえも、近年の生命科学の発展の
成果によって徐々に明らかにされ始めている現状についても述べ
て頂く予定です。 
　どうぞ薬友会会員の皆様方には、第１２４年会そして市民講演会
へ多数お誘い合わせのうえご参加を賜りますよう、ここにお願い
を申し上げる次第でございます。 

日本薬学会第124年会組織委員長 
大阪大学薬学研究科　教授 

真弓　忠範 

臨床薬学、創薬科学、環境科学など総合健康科学として薬学が関わる領域は、今急速に拡大しつつある。本講座
では基礎から臨床まで最新の知見をもとに、現在の課題、将来への展望をそれぞれ最先端の分野で活躍する研究
者、臨床医が講述する。 
平成１５年１１月８日（土）、１１月２９日（土） 
大阪大学コンベンションセンター　１階会議室 
１１月８日（土）　１０：３０～１６：３０ 
　　　　　　　　　『心不全治療の現状と未来』…………（大阪大学大学院・薬学研究科）藤尾　　慈 
　　　　　　　　　『天然物に学ぶ創薬研究』……………（大阪大学大学院・薬学研究科）前崎　直容 
　　　　　　　　　『タンパク質の立体構造と創薬』……（大阪大学大学院・薬学研究科）大久保忠恭 
１１月２９日（土）　１０：３０～１６：３０ 
　　　　　　　　　『がん治療薬シーズを海洋天然物に求めて』 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ……………（大阪大学大学院・薬学研究科）青木　俊二 
　　　　　　　　　『糖尿病の再生医療－ベータ細胞は再生できるか？－』 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …………（大阪大学大学院・医学系研究科）宮崎　純一 
　　　　　　　　　『ヒト細胞を用いた骨関節疾患の治療』 
　　　　　　　　　…………（産業技術総合研究所・ティッシュエンジニアリング研究センター）大串　　始 
１２０名（先着順） 
本講座は大阪大学に限らず広く薬学部卒業生、薬剤師（開局、勤務を問わない）、製薬企業勤務者等、薬
に関する基礎知識を有する人々が対象ですが、一般の方でも本講座に関心のある方の参加を歓迎します。 
２回で６，２００円 
１）受　　付…大阪大学薬学部庶務掛　Ｔｅｌ０６‐６８７９‐８１４４（直通） 
　　　　　　　（受講料持参または現金書留によるものとします） 
２）受付期間…１０月１４日（火）～１０月２７日（月）（定員に達し次第締め切ります） 
　　なお、本講座は日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師対象講座及び 
　　大阪府病院薬剤師会（ＯＨＰ）生涯研修制度認定対象講座です。 
大阪大学薬学部庶務掛　Ｔｅｌ０６‐６８７７‐５１１１ （代表）　０６‐６８７９‐８１４４（直通） 
ホームページアドレス　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｐｈｓ．ｏｓａｋａ‐ｕ．ａｃ．ｊｐ 
大阪大学薬学部　〒５６５‐０８７１　大阪府吹田市山田丘１‐６ 

平成15年度大阪大学薬学部公開講座 
『新時代の薬学』 
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主 催  

大阪大学薬学部創立50周年記念事業 

第5回地域研究交流フォーラム 

「薬学発ベンチャーの息吹」 

　ご参加希望の方はお名前・ご所属を平成１５年９月１２日（金）までに、下記連絡
先までＦＡＸまたはｅ-ｍａｉｌにてお知らせ下さい。本フォーラムの詳細につきまし
ては薬学研究科ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｐｈｓ．ｏｓａｋａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ）に随時掲載して
まいります。 
連絡先：〒５６５‐０８７１　吹田市山田丘１番６号　大阪大学大学院薬学研究科 
　　　　地域研究交流フォーラム実行委員長　今西　武 
　　　　ＴＥＬ：０６‐６８７９‐８２００  ＦＡＸ：０６‐６８７９‐８２０４ 
　　　　ｅ-ｍａｉｌ： ｙａｋｕーｆ＠ｐｈｓ．ｏｓａｋａーｕ．ａｃ．ｊｐ 

　大阪大学薬学部創立５０周年記念事業「地域研究交
流フォーラム」は、大阪大学薬学部・薬学研究科が
２１世紀に大きく発展するために、産官学の連携を
地域の中で推進することにより、新しい薬科学を創
出することを目指してスタートしました。今回は、“新
技術産業化のための大学と企業の役割”について焦
点を絞り、この分野でご高名な専門の先生方を講師
にお迎えして、基調講演、パネルディスカッション
を企画しております。また、若手研究者による薬学
研究科のホットな研究内容を紹介するポスターセッ
ションも併せて行います。 
　この機会に阪大薬友会会員の皆様方が多数ご参加
されますよう期待しております。 

【日　時】平成１５年９月２６日（金）午後１時から 
【会　場】大阪大学医学部　銀杏会館 
【講　師】桐野　豊先生（東京大学大学院薬学系研究科長） 
　　　　　宮田　満先生（日経ＢＰ社先端技術情報センター長） 
　　　　 森下竜一先生（大阪大学医学部客員教授／アンジェスＭＧ） 
【主　催】大阪大学薬学部・薬学研究科 
【参加費】無料 

日本薬学会 
第124年会の開催に 

あたって 

日本薬学会 
第124年会の開催に 

あたって 

「卒後研修会」 
のご案内 

　平成１５年度の卒後研修会は下記の通りすでに第３回まで終わりました
が、秋に第４回は京阪天満橋駅・地下鉄谷町線天満橋駅近くの交通至便
なドーンセンター、第５回は大阪大学薬学部にて午後２時３０分より開催
いたしますので、皆様お誘いあわせの上ご参加下さいますようご案内申
し上げます。なお、参加費は無料で、詳細は大阪大学薬友会ホームページ
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｐｈｓ．ｏｓａｋａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ/ｈｏｍｅｐａｇｅ/ｙａｋｕ/ｓｏｔｓｕｇｏ．ｈｔｍをご覧下さい。
（薬学部世話教官：八木清仁教授） 
 

 
第１回　５月２４日（土）　「新しいうつ病治療薬」…………………………………… 講師　松田敏夫（大阪大学大学院薬学研究科） 
第２回　６月２１日（土）　「光学活性化合物の合成－２００１年度ノーベル化学賞－」　講師　藤岡弘道（大阪大学大学院薬学研究科） 
第３回　７月２６日（土）　「ジェネリック医薬品について」………………………… 講師　戸谷治雅（沢井製薬） 
第４回　９月６日（土）　「タンパク質の一生」……………………………………… 講師　前田正知（大阪大学大学院薬学研究科） 
第５回　１０月２５日（土）　「グローバル化時代の感染症対策」……………………… 講師　山崎伸二（大阪府立大学） 
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9年目の幸運 
薬友会会長　林　信一 
　昭和３７年の春、薬科機器協会が設立され、その設立
記念行事の一環として薬科機器カタログを作ることに
なり、協会役員と大学病院の薬剤部長のボスを自認す
る５，６名の先生方が大阪に集まり執筆の手打ち式が行
なわれた。たまたま会場の設営と記録係りとしてその
会に出たのであるが、会の中身はごく簡単、１機種１
枚とし、表はメーカーのページ、裏はメーカーが推薦
するその機械の開発者又はもっとも分かっている人と
する。全機種で５００位になるので１０００ページになる大
きな本である。執筆の請け負うのは初めから分かって
の手打ち式はこれでお仕舞い。すぐに宴会場に移動す
ることになった。移動の途中でその中でもボス中のボ
スであった京大の掛見喜一郎教授にあんな簡単に話が
ついて一体誰が書くのですかと質問した所“今日の顔
ぶれを見たら、誰も書く奴はいない。林君、君が書く
んだ！青木君に言っとくよ”、取り組んでみると卒業
して１０年近くになると化学のツールが全く変わり、研

究の方法も変わっていることが分かった。それぞれの
メーカーと話し合い、製薬会社の現場を回り現場技術
者と話し合い、電子顕微鏡などは日立や明石の研究所
に泊り込んで撮影の資料作り、分析機械はメーカーで
使い方を実習して、さらに各大学の先生と面談してそ
れぞれの機械の評判を纏めた。１０年という短い時間で、
化学が長足の発展していることを実感することが出来
た。３８年の薬学会での機械展示場を歩いた時、どれ
が何処で活躍しているのかが頭の中に浮かび、素晴ら
しい達成感に浸った。それから４ヶ月経ったある日、
ロート製薬の創業者である山田輝郎社長から“貴方に
準備したお金は５億です。どこにも負けない研究所を
作って下さい”と言われ、前年に出会った薬科機器調
査の知識をそのまま使って、研究所の設備を調達する
ことが出来た。ちなみに、昭和３７年の林の年俸は３８万
円であった。今の金に換算すると５０億円位の買い物を
やれといわれたことになる。滅多に無い機会に２つも
出会ったわけで、それが全く同じ知識の範囲で組み合
わせることが出来た。それから４０年、生産現場の設備
を見る眼、研究の機器を考える知識はこの２年間で培
われたのである。 

雑念 
薬友会最高顧問 

近藤 雅臣　（大阪大学名誉教授） 

　相変わらず（学法）滋慶学園、（財）化学物質評価研究
機構、経済産業省、大阪府、尼崎市と忙しく走り回っ
ています。前２者は全国にまたがっているので出張が
多く楽しみです。この歳になってもまだ忘れずに何か
とご用命頂き感謝している次第です。来年５月に実行
委員長をしている国際ロータリー２００４年国際大会がい
よいよ大阪で開催されます。約５万人を集めるつもり
ですので、この仕事が今から山積しています。これも
楽しくやるつもりです。しかし、やはり気になること
は薬学部、或いは、薬剤師の問題です。薬学部の将来
に関しては化学物質学部、化学物質大学構想としてす
でにあちこちで話していますので、ここでは薬剤師に
触れたいのですが、要は薬剤師と調剤士の２資格制と

し、前者は臨床で医師と対等の立場で活躍できる資格
者、後者は医師、薬剤師の指示のもと調剤に専念する
技術者として活躍できるようになればと願っています。
前者は六年制（大学院）、後者は三年制専門学校卒業で
国家試験受験資格が与えられるとすればどうでしょう
か。最近医薬分業が進んできてますが、病院などにお
いて薬剤師はますます患者の目に触れなくなってきて
います。医療の現場で患者の目に触れない職種は医療
職としての存在意義が薄れてしまうのではないでしょ
うか。薬剤師の社会的地位そのものがひいては薬学部
の存在価値につながるのですから、このままではどう
なるのか危惧しています。魅力ある先端技術に突き進
むのも結構ですが、それはいずれは私のいっている化
学物質学の中に融合されていく可能性があり、薬学と
してのくくりをはずれてしまう可能性があります。そ
の、可否は別として、薬学について後を託した後輩の
薬学部職員はこれをどう考え、どう展開していくのか
抱負と使命感を聞かせて欲しいものです。 

大学の大変革に対応して 
薬友会は 
薬友会名誉理事 

濱　 堯夫　（神戸学院大学名誉教授） 

　自然科学の早い進展と、情報技術の進歩に伴う社会
のあらゆる問題のグローバル化、世界同時化時代とな
った事は今更論ずるまでもない。 
　日本社会は少子高齢化を迎え、具体的には人口の減
少と一方大学進学率の増加となり、同年齢層の半数以
上が高等教育を享受する時代となった。この事は日本
社会の教養レベルの向上に結構な事だ。しかし国民の
基本的素質が急に高揚したり、短期的には資質に差が
ない以上、少数エリート教育の場であった大学では学
生の能力低下が言われるようになった。 
　古い旧制大学時代の少数のいわゆる優等生と比較す
れば、学生層の平均的能力の低下は当然であろう。こ
れらの状況は高等教育機関とくに大学数の増加となり、
それに携わる教員数も増加して大学教員職も大衆化し
た職業となっている。古い意識で現況を従来の大学と

比較するのは難しく、まずは教員の時代の変化に対す
る意識と教育方法の改善が急務であろう。 
　日本の教育（大学）制度の時代変化に対応する独立
法人化などのいくつかの改革が叫ばれている。例えば
旧帝大などとくに自然科学系学部を中心に大学院大学
へとシフトされ、その大学院研究科も旧来の学部を基
盤とする境界が学際的というか機能分類が変わってき
ている。さらに社会への実益的貢献度や第三者評価が
取り沙汰されてきた。 
　ところで２１世紀の高等教育論はさて置き、このよう
な大学情勢の変化で、東大由来に歴史に基づく“薬友
会”組織とその内容も考えなければならない。従来の
学部・講座を基礎とする同窓会として学部卒業生の縦
のつながりの在り方もクラス会連合として意味はある。
しかし現状でみても本学で学んだ者の組織として、薬
友会は学部卒中心から大学院修了者・社会人学生・他
学部出身者なども一体化した新しい組織を考える必要
があるのでは。 
　我が薬友会も５０年を経て、非営利法人化へと整備し、
次の５０年を見通して変わって行く必要がある。今と云
う時点で将来を考えるのは難しいことだが。 

薬友会副会長　萬年　成泰 
　薬学部の卒業生も５０期生を越え、また大学も独立法
人へと変わるこの時期に薬学部のありかたにつき改め
て考えてみることは意義のあることではないかと思い
ます。薬学部は小さな学部ながらそのカバーする範囲
は本来は非常に大きいのではないでしょうか。画期的
な医薬品候補を創製するという技術的な基盤はもちろ
んですが、医薬品として世に出るまでの過程で必要と
される非臨床試験と臨床試験にも薬学部で学ぶ知識は
非常に役に立ちます。一方、その過程の最後では厚生
省による承認が必要でありますが、審査をするにあた
って深い医薬品の知識が必要なことはいうまでもあり
ません。また、医薬品が市販された後には、実際に患
者さんにその薬が処方されるときに、医師の診断とと
もに薬剤師の知識が誤用を防ぐ意味で極めて重要です。
また、その医薬品が環境に及ぼす影響を監視していく

必要がありますがこれとて単なる化合物の構造を知っ
ているだけでは役に立たず、その医薬品の生物学的作
用に考えをおよぼすことのできる薬学的知識がなけれ
ばなりません。かように多くの使命がありながら卒業
生の行き先を見ると、まず厚生省や病院などへ行く方
が少ない。こういうところが医薬品が実際に使われる
場を担っていて、その死命を制するかもしれないのに
です。そして、多くが合成屋だとか薬理屋ですとかい
って（例としてです。本来薬学部全体のことです。す
みません）主として製薬会社に勤めることになってい
るように思われます。しかし、専門分野のみに拠って
立ちますとほかの学部から来た本当にそれ専門の人に
むしろ負けるかもしれません。ですから薬学部には医
薬品の創製から開発、承認、環境事項などの薬学部の
使命の全体像を教えていただき本来の大きな使命を持
った薬学部にしてくださることを願います。 
 

薬友会副会長　奥田 順三 
　十年以上も前のことですが、通勤途上の武蔵野線の
満員電車でのできごとでした。ある駅から若者がリュ

ックサックを担いで強引に乗り込んできました。日ご
ろから若者の傍迷惑な態度に業を煮やしていましたの
で、「リュックはハイキング用だよ。」と注意すること
になりました。その若者は「てめいに文句言われる筋

合いじゃねぇよ。」と空いている両手で私のネクタイ
を引っ張りました。周りの乗客の方の応援もあり、彼
の荒れは治まりました。ひと呼吸置いて、「注意の仕
方がまずかったようだね。」と話しかけると、「すみま
せんでした。」と小さな反応がありました。 
　この話を周りの人達にしますと、ある人が「よく無
事でしたね。」とあきれられ、改めて自分の無鉄砲さ

を反省しました。その後は、リックの持ち方の注意が
駅構内に流れるようになり、一応の落ち着きがえられ
たように感じておりました。しかし最近、ショルダー
バック式のカバンの持ち方の若者、いや中年も女性も
増えてきています。毎日の憂うつが続いておりますが、
それをしっかりと注意できない自分に業を煮やしてい
るこのごろです。 
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9年目の幸運 
薬友会会長　林　信一 
　昭和３７年の春、薬科機器協会が設立され、その設立
記念行事の一環として薬科機器カタログを作ることに
なり、協会役員と大学病院の薬剤部長のボスを自認す
る５，６名の先生方が大阪に集まり執筆の手打ち式が行
なわれた。たまたま会場の設営と記録係りとしてその
会に出たのであるが、会の中身はごく簡単、１機種１
枚とし、表はメーカーのページ、裏はメーカーが推薦
するその機械の開発者又はもっとも分かっている人と
する。全機種で５００位になるので１０００ページになる大
きな本である。執筆の請け負うのは初めから分かって
の手打ち式はこれでお仕舞い。すぐに宴会場に移動す
ることになった。移動の途中でその中でもボス中のボ
スであった京大の掛見喜一郎教授にあんな簡単に話が
ついて一体誰が書くのですかと質問した所“今日の顔
ぶれを見たら、誰も書く奴はいない。林君、君が書く
んだ！青木君に言っとくよ”、取り組んでみると卒業
して１０年近くになると化学のツールが全く変わり、研

究の方法も変わっていることが分かった。それぞれの
メーカーと話し合い、製薬会社の現場を回り現場技術
者と話し合い、電子顕微鏡などは日立や明石の研究所
に泊り込んで撮影の資料作り、分析機械はメーカーで
使い方を実習して、さらに各大学の先生と面談してそ
れぞれの機械の評判を纏めた。１０年という短い時間で、
化学が長足の発展していることを実感することが出来
た。３８年の薬学会での機械展示場を歩いた時、どれ
が何処で活躍しているのかが頭の中に浮かび、素晴ら
しい達成感に浸った。それから４ヶ月経ったある日、
ロート製薬の創業者である山田輝郎社長から“貴方に
準備したお金は５億です。どこにも負けない研究所を
作って下さい”と言われ、前年に出会った薬科機器調
査の知識をそのまま使って、研究所の設備を調達する
ことが出来た。ちなみに、昭和３７年の林の年俸は３８万
円であった。今の金に換算すると５０億円位の買い物を
やれといわれたことになる。滅多に無い機会に２つも
出会ったわけで、それが全く同じ知識の範囲で組み合
わせることが出来た。それから４０年、生産現場の設備
を見る眼、研究の機器を考える知識はこの２年間で培
われたのである。 

雑念 
薬友会最高顧問 

近藤 雅臣　（大阪大学名誉教授） 

　相変わらず（学法）滋慶学園、（財）化学物質評価研究
機構、経済産業省、大阪府、尼崎市と忙しく走り回っ
ています。前２者は全国にまたがっているので出張が
多く楽しみです。この歳になってもまだ忘れずに何か
とご用命頂き感謝している次第です。来年５月に実行
委員長をしている国際ロータリー２００４年国際大会がい
よいよ大阪で開催されます。約５万人を集めるつもり
ですので、この仕事が今から山積しています。これも
楽しくやるつもりです。しかし、やはり気になること
は薬学部、或いは、薬剤師の問題です。薬学部の将来
に関しては化学物質学部、化学物質大学構想としてす
でにあちこちで話していますので、ここでは薬剤師に
触れたいのですが、要は薬剤師と調剤士の２資格制と

し、前者は臨床で医師と対等の立場で活躍できる資格
者、後者は医師、薬剤師の指示のもと調剤に専念する
技術者として活躍できるようになればと願っています。
前者は六年制（大学院）、後者は三年制専門学校卒業で
国家試験受験資格が与えられるとすればどうでしょう
か。最近医薬分業が進んできてますが、病院などにお
いて薬剤師はますます患者の目に触れなくなってきて
います。医療の現場で患者の目に触れない職種は医療
職としての存在意義が薄れてしまうのではないでしょ
うか。薬剤師の社会的地位そのものがひいては薬学部
の存在価値につながるのですから、このままではどう
なるのか危惧しています。魅力ある先端技術に突き進
むのも結構ですが、それはいずれは私のいっている化
学物質学の中に融合されていく可能性があり、薬学と
してのくくりをはずれてしまう可能性があります。そ
の、可否は別として、薬学について後を託した後輩の
薬学部職員はこれをどう考え、どう展開していくのか
抱負と使命感を聞かせて欲しいものです。 

大学の大変革に対応して 
薬友会は 
薬友会名誉理事 

濱　 堯夫　（神戸学院大学名誉教授） 

　自然科学の早い進展と、情報技術の進歩に伴う社会
のあらゆる問題のグローバル化、世界同時化時代とな
った事は今更論ずるまでもない。 
　日本社会は少子高齢化を迎え、具体的には人口の減
少と一方大学進学率の増加となり、同年齢層の半数以
上が高等教育を享受する時代となった。この事は日本
社会の教養レベルの向上に結構な事だ。しかし国民の
基本的素質が急に高揚したり、短期的には資質に差が
ない以上、少数エリート教育の場であった大学では学
生の能力低下が言われるようになった。 
　古い旧制大学時代の少数のいわゆる優等生と比較す
れば、学生層の平均的能力の低下は当然であろう。こ
れらの状況は高等教育機関とくに大学数の増加となり、
それに携わる教員数も増加して大学教員職も大衆化し
た職業となっている。古い意識で現況を従来の大学と

比較するのは難しく、まずは教員の時代の変化に対す
る意識と教育方法の改善が急務であろう。 
　日本の教育（大学）制度の時代変化に対応する独立
法人化などのいくつかの改革が叫ばれている。例えば
旧帝大などとくに自然科学系学部を中心に大学院大学
へとシフトされ、その大学院研究科も旧来の学部を基
盤とする境界が学際的というか機能分類が変わってき
ている。さらに社会への実益的貢献度や第三者評価が
取り沙汰されてきた。 
　ところで２１世紀の高等教育論はさて置き、このよう
な大学情勢の変化で、東大由来に歴史に基づく“薬友
会”組織とその内容も考えなければならない。従来の
学部・講座を基礎とする同窓会として学部卒業生の縦
のつながりの在り方もクラス会連合として意味はある。
しかし現状でみても本学で学んだ者の組織として、薬
友会は学部卒中心から大学院修了者・社会人学生・他
学部出身者なども一体化した新しい組織を考える必要
があるのでは。 
　我が薬友会も５０年を経て、非営利法人化へと整備し、
次の５０年を見通して変わって行く必要がある。今と云
う時点で将来を考えるのは難しいことだが。 

薬友会副会長　萬年　成泰 
　薬学部の卒業生も５０期生を越え、また大学も独立法
人へと変わるこの時期に薬学部のありかたにつき改め
て考えてみることは意義のあることではないかと思い
ます。薬学部は小さな学部ながらそのカバーする範囲
は本来は非常に大きいのではないでしょうか。画期的
な医薬品候補を創製するという技術的な基盤はもちろ
んですが、医薬品として世に出るまでの過程で必要と
される非臨床試験と臨床試験にも薬学部で学ぶ知識は
非常に役に立ちます。一方、その過程の最後では厚生
省による承認が必要でありますが、審査をするにあた
って深い医薬品の知識が必要なことはいうまでもあり
ません。また、医薬品が市販された後には、実際に患
者さんにその薬が処方されるときに、医師の診断とと
もに薬剤師の知識が誤用を防ぐ意味で極めて重要です。
また、その医薬品が環境に及ぼす影響を監視していく

必要がありますがこれとて単なる化合物の構造を知っ
ているだけでは役に立たず、その医薬品の生物学的作
用に考えをおよぼすことのできる薬学的知識がなけれ
ばなりません。かように多くの使命がありながら卒業
生の行き先を見ると、まず厚生省や病院などへ行く方
が少ない。こういうところが医薬品が実際に使われる
場を担っていて、その死命を制するかもしれないのに
です。そして、多くが合成屋だとか薬理屋ですとかい
って（例としてです。本来薬学部全体のことです。す
みません）主として製薬会社に勤めることになってい
るように思われます。しかし、専門分野のみに拠って
立ちますとほかの学部から来た本当にそれ専門の人に
むしろ負けるかもしれません。ですから薬学部には医
薬品の創製から開発、承認、環境事項などの薬学部の
使命の全体像を教えていただき本来の大きな使命を持
った薬学部にしてくださることを願います。 
 

薬友会副会長　奥田 順三 
　十年以上も前のことですが、通勤途上の武蔵野線の
満員電車でのできごとでした。ある駅から若者がリュ

ックサックを担いで強引に乗り込んできました。日ご
ろから若者の傍迷惑な態度に業を煮やしていましたの
で、「リュックはハイキング用だよ。」と注意すること
になりました。その若者は「てめいに文句言われる筋

合いじゃねぇよ。」と空いている両手で私のネクタイ
を引っ張りました。周りの乗客の方の応援もあり、彼
の荒れは治まりました。ひと呼吸置いて、「注意の仕
方がまずかったようだね。」と話しかけると、「すみま
せんでした。」と小さな反応がありました。 
　この話を周りの人達にしますと、ある人が「よく無
事でしたね。」とあきれられ、改めて自分の無鉄砲さ

を反省しました。その後は、リックの持ち方の注意が
駅構内に流れるようになり、一応の落ち着きがえられ
たように感じておりました。しかし最近、ショルダー
バック式のカバンの持ち方の若者、いや中年も女性も
増えてきています。毎日の憂うつが続いておりますが、
それをしっかりと注意できない自分に業を煮やしてい
るこのごろです。 
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国際学会に参加して 
大阪大学大学院薬学研究科創立５０周年記念国際交流事業 「大学院生海外派遣」 

　この度、薬学部創立５０周年記念国際化推進事業の一環として、２００２
年７月２１日～２５日にわたりソウルにて開催された２９ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ 
ｏｆ ｔｈｅ ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ ｒｅｌｅａｓｅ ｓｏｃｉｅｔｙにて発表する機会を与えて頂きまし
た。本学会は、総演題数８００、参加者１３００名のドラッグデリバリーシス
テムに関する世界最大規模の学会であり、９６年の京都に引き続きアジ
アで２回目の開催ということで、アジア勢、特に地元韓国からの積極
的な参加が目立ちました。 

　発表内容は、薬物の除放化、製剤化技術など従来のＤＤＳ技術に加えて、
遺伝子治療、薬物の組織標的化、プロテオーム解析、遺伝子発現の網
羅的解析など数多くの最先端技術の発表が行われ、魅力に富んだ内容
でした。特に“細胞内遺伝子デリバリー制御”に関する発表は多く、
今後のＤＤＳ研究の大きな柱となるものと感じました。私自身の発表に
おいては、自らの英語のつたなさを痛感しながらも、多くの方に興味
を持って頂き、ご助言を頂けたことは、自らの今後の研究指針を考え
る上で非常に参考になりました。また、海外の諸先生方や学生の皆さ
んとの交流の中で、その国の研究事情、文化を肌に感じ、研究面のみ
ならず、多方面で大いに刺激を受けました。今回の発表を通じ、多く
の人に研究内容を伝える難しさ等を感じながらも、世界最先端の研究、
論文誌上でお名前だけを存じ上げていた研究者と接することができ、
新たな目標や夢を描けました。 
　最後になりましたが、このような貴重な体験をサポートして頂けま
したこと、心より御礼を申し上げ、海外渡航報告にかえさせて頂きます。 

薬剤学分野　博士後期課程3年　吉岡 靖雄 

参加国際学会：２９ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ 
　　　　　　ｔｈｅ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ Ｒｅｌｅａｓｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ 
期　　　間：２００２年７月２１日～７月２５日 
場　　　所：ソウル、韓国 

　２００２年９月２０日から２３日にハワイ・カウアイ島で開催された国際タ
ウリンシンポジウム“Ｔａｕｒｉｎｅ；Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ”
に参加させていただきました。ハワイ・カウアイ島はオアフ島の西約
１１０㎞にあり、グランドキャニオンを彷彿させる渓谷、断崖絶壁が続く
海岸線、見渡すかぎりのタロイモ畑、グアバのプランテーションとい
った壮大で神秘的な景観が広がる自然が豊かな島で、ハリウッド映画
の撮影地としても有名なところです。 

　今回の学会はタウリンの新たな機能の探索と臨床的意義の追求を目
的として行われました。タウリンは生体内に非常に多く存在し、特に
心臓、脳、網膜などの臓器に高濃度に存在します。その生理作用は生
命活動に重要な役割を担っており、本学会でもタウリンの有用性や作
用メカニズム等に関する様々な研究結果が発表されました。私は、心
臓におけるタウリントランスポーターに関する発表を行いました。同
分野で活躍している外国の研究者と交流し議論することにより、新た
な視点からの助言を受けることができ、研究を進めていくにあたり大
きな刺激となりました。また、文献の上でのみ見慣れた研究者を目の
前にし、その講演や発表を直に見聞できたことは本当に感慨深いもの
がありました。今後は、本学会での貴重な経験を生かし、さらに語学力、
プレゼンテーション能力を高めようと決意しております。 
　最後になりましたが、本学会に参加するにあたり、渡航費用をご支
援してくださいました大阪大学薬学部創立５０周年記念事業、国際化推
進委員会に心よりお礼申し上げます。 

臨床薬効解析学分野　博士後期課程3年　高谷 朋夏 

参加国際学会：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔａｕｒｉｎｅ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ２００２： 
　　　　　　Ｔａｕｒｉｎｅ； Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ 
期　　　間：２００２年９月２０日～９月２３日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　昨年９月、ハワイで開催された国際タウリンシンポジウムで口頭発
表する機会を頂きました。学会が開催されたのは、ハワイ諸島の中で
も最も知られていなさそうなカウアイ島で、観光客も少なくほのぼの
とした所でした。会場となったホテルは、綺麗な青い海に面しており、
他の宿泊客はハネムーンであったり、家族旅行であったり、まさにリ

ゾートホテル、といった開放感に満ち溢れたところでした。学会発表
は対照的で、当然発表も質問も英語であったため、それまで参加して
きた国内での学会とは比べものにならないほど緊張しました。また、
国内では発表内容に関する質問を受けることがあまりありませんでし
たが、今回の学会では、多くの方々から様々な質問とアドバイスを頂き、
興味深く聞いてもらっているという印象を強く受けました。更に「タ
ウリン」という非常に狭い枠組みでの学会であっただけに、学会に参
加されていた方々は皆、全ての演題に対して親近感を抱いていたのも
非常に印象的でした。議論の中には数多くの参考になる意見もあり、
今までにない充実感を得ることができたこの国際学会に参加させて頂
いたことは、私にとって大変貴重な経験になったと思います。最後に
なりましたが、本学会に参加するにあたりまして、本事業にご尽力い
ただきました先生方、関係者の皆様に、心よりお礼申し上げます。 

臨床薬効解析学分野　博士後期課程2年　伊藤 崇志 

参加国際学会：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔａｕｒｉｎｅ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ２００２： 
　　　　　　Ｔａｕｒｉｎｅ； Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ 
期　　　間：２００２年９月２０日～９月２３日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　私は、創立５０周年記念国際交流事業における大学院生海外派遣補助
金を受けまして、「日韓生薬学会合同セミナー２００２」に出席し、研究成
果を発表しましたので、以下に報告いたします。 
　日韓生薬学会合同セミナーは、２年前に千葉県にて第一回が開かれ、
今回で二回目を迎えるものであった。また、今回から日本生薬学会、
韓国生薬学会に加え、中国から伝統中国薬学会の参加があり、三カ国
のジョイントセミナーとなった。本年のセミナーは韓国生薬学会が担

当し、会場は韓国Ｄａｅｊｅｏｎ（大田）市内のＬｏｔｔｅ Ｈｏｔｅｌ、会期は３日間
で行われた。口頭発表はすべて招待講演となっており、一般発表はポ
スターのみであった。ポスター発表は４５演題もあり、このセッション
の時間中には自分の発表の質疑応答が精一杯で、質問に行くことがで
きずに残念であった。この後Ｂａｎｑｕｅｔが設けられ、その時に知り合っ
たプサン大学の学生が、現在、博士研究員として当研究室に在籍して
いる。今回のセミナーに参加して、海外の研究者との討論を通じ自ら
の研究への意気込みを新たにすることができた。また、英語による討
論には非常に苦労し、自分の英会話能力の低さを思い知らされた。世
界的な研究を目指す上で英語は避けて通れない分野であって、今後の
一層の努力が必要であると感じた。 
　海外派遣の補助金のもと、このような経験をさせて頂き非常に有り
難く、この経験を是非、今後の研究や後進の指導に生かしたいと思い
ます。また、次なる後輩がこのような補助金を受けて、海外での経験
を積むことを期待いたします。 

天然物化学分野　田村　 理 
（現在は大阪大学大学院薬学研究科薬用資源解析学分野助手） 

参加国際学会：日韓生薬学会合同セミナー２００２ 
期　　　間：２００２年８月６日～８月８日 
場　　　所：大田市、韓国 

　この度、薬学部創立５０周年記念国際化推進事業のひとつとして、２００３
年１月２２日～２５日にわたりハワイにて開催された２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 
Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｄｒｕｇ Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｅｌｉｖｅｒｙにて発表す
る機会を与えて頂きました。 
　本学会では、Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓ－薬物のａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ，

ｔｒａｎｓｐｏｒｔ，ｄｅｌｉｖｅｒｙに関する新しい領域を中心に、数多くのｉｎｖｉｔｅｄ 
ｌｅｃｔｕｒｅやｓｙｍｐｏｓｉｕｍが行われました。その中でも、Ｎｅｗ Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ 
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ   ｉｎ   Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓ  ；  Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ   Ｍｅｍｂｒａｎｅ   
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ；Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ａｄｖａｎｃｅｓ ｉｎ Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ ａｎｄ 
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ；Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ ｔｏ Ｔｉｓｓｕｅ Ｂａｒｒｉｅｒｓ； Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ 
Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ  ｔｏ  Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ  Ｄｅｌｉｖｅｒｙ ； Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ  ｔｏ  
ＡＤＭＥ Ｓｃｒｅｅｎｉｎｇは活発な議論が行われていました。 
　私自身においては、海外の諸先生方や学生の方との交流の中で、研
究面に止まらず、英語力等多方面においてよい勉強になりました。また、
Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓという分野で世界最先端の研究方法やア
イデアに接し、今後の自分の研究テーマを考える上で非常に参考にな
りました。このような貴重な体験をサポートして頂いたこと、深く感
謝申し上げます。 

薬剤学分野　博士後期課程2年　高　 建青 

参加国際学会：２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｄｒｕｇ 
　　　　　　Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｅｌｉｖｅｒｙ 
期　　　間：２００３年１月２２日～１月２４日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　本学会は第１０回 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｍｙｃｏｌｏｇｙならびに第１２
回 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｖｉｒｏｌｏｇｙとの共同開催で、参加人数は
のべ５，０００人を超える大規模な国際学会であり、微生物に関する各分野
の最先端で活躍する研究者が一堂に会するものでした。私が専攻する
環境微生物学は、分子生物学的な技術の発展とともに過去十数年の間
に加速度的な進歩を遂げてきた分野の一つです。そして、それは主に
技術的なブレイクスルーに始まり、遺伝子配列データを始めとした情
報の蓄積、およびその利用法の発展によるものであり、すでに食品や
医療など様々な分野への応用が可能なレベルにまで達しています。ま
さにこの十数年間は科学的な意味でのターニングポイントであったと
考えられ、本学会での幾つかの発表は新たなブレイクスルーを模索す
る姿勢が感じられるものでもありました。一方で、本学会のバイオテ
ロリズムに関するセッションの中で演者が述べた「ターニングポイント」
という言葉はこの分野の現在の姿をよく表しているのではないかと感

じられるものです。この大会が行われる一年前、アメリカ合衆国を突
如襲った同時多発テロと炭疽菌事件は私自身も強い衝撃を受けた恐ろ
しい事件です。そしてその衝撃が冷めやらぬ中で行われた国際学会で
したが、予想していたとおり、バイオテロリズム対策に関する話題は
特に重点が置かれ、多くの聴講者の関心を集めていたのは印象的でした。
ここでのターニングポイントという言葉は科学的発展に関する意味で
のそれとは異なり、微生物学の社会的意義に関する部分であり、微生
物学者として何を成すべきかを考えさせられるきっかけとなるもので
した。そして、実際に炭疽菌を対象とした検出技術に関する発表を行
っている研究者とも、自分の発表を通して直接議論し、互いの研究の
応用の可能性と問題点について認識し、知見を共有することが出来た
ことは、この学会での最大の成果であったと感じています。おそらく、
めまぐるしく変遷する世界情勢の中、国際学会でのトピックの中心は
一年違えば全く異なるものになるかもしれません。しかし、軸となる
大きな流れは変わりません。それ故に確実に進歩があるのだと思います。
あるいはこの点が国内での学会と大きく異なる点であるかもしれません。
世界の中での大きな流れをつかみ、研究に対する高い目的意識を得る
ためにも、国際学会への参加は有意義であったと感じます。最後にな
りましたが、本国際交流事業「大学院生海外派遣」に尽力いただきま
した先生、関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。また本事業により、
今後さらに多くの後輩が国際学会はじめ、海外経験を積むことが出来
ることを願っております。 

遺伝情報解析学分野　博士後期課程3年　小林　 剛 

参加国際学会：ＩＵＭＳ Ｘｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ 
　　　　　　Ｂａｃｔｅｒｉｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ａｐｐｌｉｅｄ Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ 
期　　　間：２００２年７月２７日～８月１日 
場　　　所：パリ、フランス 

　私は２００２年４月にアメリカ・ニューオリンズで開催されました、
Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙに参加させていただきました。この学会は、
私の専門分野であるＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙ以外にも、Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｂｉｏｌｏｇｙや
Ａｎａｔｏｍｙ等の様々な分野の専門化が一同に会する盛大なものでした。
そのため、自分の研究テーマを様々な角度から見つめなおす貴重な体

験ができたと思います。また、近年再生医療やｓｔｅｍ ｃｅｌｌ ｂｉｏｌｏｇｙが新
しい医療として注目を集めていますが、本学会においても、様々な分
野で興味深い発表がなされ注目度の高さを再認識しました。 
　ポスター形式での発表で、特に同年代の若い人たちと片言ながらも
深いＤｉｓｃｕｓｓｉｏｎを行うことが出来たのはいい経験だったと思います。
数人の人たちから ｢ｇｏｏｄ ｊｏｂ！｣ と言われたのはちょっとした自信にも
なりましたし嬉しかったです。 
　アメリカへの学会は今回で２回目ですが、空港、その他の場所の警
備は格段に厳しく、前年９月に起こった同時多発テロの影響を強く感
じました。しかしこういった国際情勢の変化を肌で感じたことも今回
の渡米における貴重な体験のひとつだったと思います。 
　こうした貴重な体験が出来ましたのも、薬学部創立５０周年記念事業
による助成金のおかげであり心から感謝いたします。 

細胞生理学分野　坂根　直樹 

（現在は日本たばこ産業株式会社医薬探索研究所に勤務） 

参加国際学会：Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙ ２００２ （ＦＡＳＥＢ） 
期　　　間：２００２年４月２０日～４月２４日 
場　　　所：ニューオリンズ、米国 

　２００２年の春、私は２度目の国際学会に参加する機会に恵まれた。開催
地はアメリカ南部の都市Ｎｅｗ Ｏｒｌｅａｎｓ。Ｊａｚｚとバーボンで有名な町で
ある。今回開かれた学会は 免疫学、解剖学、生理学などの他分野が合
同で行ったもので規模は非常に大きなものであった。普段接することの
ない他分野の最先端を垣間みることができた。異文化の地で更に異分野

の研究者に接したことにより、盲目的になりがちな自分の研究の学問的、
社会的位置を再確認するとともに新たな想像力も生み出すことが出来た。
研究者は象牙の塔になりがちと言われるが、やはり成果は社会へ還元す
ることが研究者の使命であり、そのためにも常に広い視野で客観的に物
事の正否を見極めていかなければならない。国際学会への参加はそのよ
うなことを考える機会も与えてくれた。もう一つ２回の国際学会で共通
して感じたことは知り合いを作ることの大切さである。普段名前の読み
方さえ分からない外国人と接することにより、その人の仕事にも親しみ
が湧く。またその人達に再会することに喜びを感じると共にライバル心
を感じる。それらが普段の研究へのエネルギーに還元される。以上の様
に学問的な収穫だけでなく様々なことを考える機会にも恵まれました。 
　今後もたくさんの学生が国際学会に参加できることを期待しています。
最後にこのような機会に恵まれたことを心より感謝致します。 

細胞生理学分野　深田 宗一朗 
（現在は国立精神・神経センター神経研究所　遺伝子疾患治療研究部に勤務） 

参加国際学会：Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙ ２００２ （ＦＡＳＥＢ） 
期　　　間：２００２年４月２０日～４月２４日 
場　　　所：ニューオリンズ、米国 
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　時期外れの台風５号にもかかわらず、５月３１日に１２期同窓生２８名が東西から
浜名湖に集合した。約４０年ぶりに合わした顔もあり、はじめはお互いに相手の
名前が出てこず、歯がゆい思いであったが、アルコールが入り、近況報告する
ころになると、突然昔の記憶がよみがえり、４０年前の気分で夜遅くまで話に花
が咲いた。いつもながら、わが同級生の女性たちには頭が下がる。というのは、
１０年前から始めた仕事に充実した毎日を過ごしているとか、新しい仕事のため
に充電と勉強をはじめたとか、ボランティアに忙しくしているなど、少なくと
も前向きの近況が多かったのに対し、男性軍は２人の社長を含めて、景気の良
い話しは余り出ず、サンデー毎日を満喫し始めたなど、少々元気がないように
感じた。翌日は朝食後、時間のあったみんなでオルゴール博物館や新居の関を
訪ね、うなぎの味を楽しんだあと、今回の世話をしてくれた松本佐市、鈴木幸
子両氏に感謝して２年後の再会を約して東西に。（１２期　西原　力） 
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　近年、薬物の概念が急速に変化し、遺伝子や抗原蛋白質そのも
のを薬物として捉えた遺伝子治療や新規ワクチン、抗体療法等の
次世代治療法が台頭してきており、今まさに新たな視点に立った
２１世紀型創薬研究が期待されている。さて、生命体は複雑多岐に
わたる情報回路網の総体としてホメオスタシスを維持しつつ存在
している。この中で特徴的な事は、蛋白質、遺伝子等の体内高分
子物質は、その高次構造の中に多くの情報を自ら内蔵し、情報の
受信・発信の担い手として重要な機能を営んでいる事にある。薬
物療法とは、彼等が担っている情報の質あるいは量を一部補充・
変化させる事に他ならない。２０世紀型創薬研究では、膜透過性が
良好な低分子物質が薬物として開発されてきた。しかし今後は、
豊富な機能を有する生体内高分子物質を薬物として開発し疾病治
療に適用するケースが激増するであろう。ところが高分子物質は
膜透過性が悪く、吸収や組織移行性に乏しいばかりか、血中で速
やかに分解されてしまう。とりわけ遺伝子や抗原蛋白等は細胞内
に導入されない限り作用の発現は皆無である。従って２１世紀型創
薬研究に必須の最重点基本戦略の第一は、当該高分子を安定に効
率よく標的組織の細胞表面レセプターに送達させる事、第二は、
それら高分子物質を効率よく細胞膜を移行させ細胞質内に導入す
る事にある。我々は第一の問題に対して、水溶性高分子を用いた
ＴＮＦ－αのバイオコンジュゲート化ＤＤＳの分子設計理論を構築した。

さらに、これまでＴＮＦ－αの活性発現や構造維持に必須と考えら
れていたリジン残基を、活性を完全に保持したまま他のアミノ酸
に一挙置換したリジン欠損変異体や体内安定性、レセプター親和
性に優れた人工変異体の創製に初めて成功した。第二の問題に関
しては、センダイウイルスの細胞膜融合能をリポソームに付与し
た膜融合リポソームを駆使して、ｉｎ ｖｉｖｏ遺伝子導入ベクターとし
て、カチオニックリポソームの１６００倍以上も高い遺伝子発現を可
能とした。さらに抗原提示細胞質内への効率的抗原送達を実現し、
フロイントの完全アジュバントを上回る細胞性免疫誘導を達成し
た。ついで、薬物徐放性担体としてのナノ粒子を、エンドサイト
ーシスを介することなく短時間で効率よく１０万個の細胞質内に一
挙に直接導入する技術の開発に成功した。本技術はマイクロマニ
ピュレーターを用いることなく固形粒子を細胞質内に直接導入し
た初めての例である。今後ナノサイエンスの発展により開発され
てくるであろう機能性ナノ粒子の細胞内での作用（ナノ治療シス
テム）やオルガネラレベルの細胞内動態制御研究への道が拓かれ
る事に期待を寄せている。 
　以上の成果は、我が愛する薬剤学分野の学生諸君の努力の賜で
あり、心から御礼申し上げます。また、この場をお借りして恩師
　濱　堯夫先生（元　神戸学院大学薬学部長、学長）に深謝致し
ます。 

平成14年度日本薬剤学会賞を受賞して 

「細胞質内デリバリーによる新規薬物治療戦略」 

大阪大学大学院薬学研究科　真弓　忠範 

受賞の喜び 受賞の喜び 

次世代型酵素触媒反応を志向する不斉合成反応の開発研究 

（平成15年度日本薬学会学術振興賞受賞） 

大阪大学大学院薬学研究科　助手　赤井　周司 
　最近、有機化学の分野ではｇｒｅｅｎ ｃｈｅｍｉｓｔｒｙという言葉がよく
話題になります。「環境に負荷をかけない化学」という意味で、
有機化学でも環境に優しい合成法の開発が最重要課題の一つにな
っています。私はこの目標に向かって数年前より酵素を使った新
合成法の開発研究を行い、本来は脂肪を分解する酵素のリパーゼ
を使って、逆に分子を組み立てる反応の開発に成功し、平成１５年
度日本薬学会学術振興賞を頂くことができました。ここに受賞対
象となった研究の概要を述べさせて頂きます。 
　酵素触媒を用いると、室温で、簡単な操作で高選択的に反応が
進行します。これは、最先端の化学触媒でも未だ困難なことであ
り、更に最近では環境問題から酵素の利用に益々関心が高まって
います。しかし、いわゆる基質特異性から、酵素の用途は限られ
ると思われてきました。例えば、リパーゼがエステル結合を加水
分解する際にＤ体とＬ体を厳密に区別する特性を利用し、光学分
割などに繁用されていますが、分子の構築に利用するという発想
は全くありませんでした。 
　我々の研究を成功に導いた鍵は、エトキシビニルエステル（ＥＶＥ）
という独自に開発したアシル化剤を酵素反応に用いたことです。
ＥＶＥは反応活性が高く、また、目的に応じたアシル基構造を持
つＥＶＥをカルボン酸からほぼ定量的に調製できる特長がありま
す。これによって、従来困難であったジオール類の非対称化など

種々の新しい酵素触媒反応を開発し、生物活性化合物の不斉合成
に応用してきました。冒頭の反応もＥＶＥの特長が活かされてい
ます。すなわち、反応活性な官能基を予めアシル基に組み込んだ
ＥＶＥを調製し、これをリパーゼと共に用いてアルコールの光学
分割を行うと、反応で導入されたアシル基がドミノ倒しのように
続けて分子内炭素－炭素結合反応を起こします。その結果、５つ
の不斉炭素を有する環状化合物が光学的にほぼ純粋な形で一挙に
得られます。この際、リパーゼが炭素－炭素結合形成にも関与し
うる可能性を見出し、また、ごく最近、動的光学分割を伴うドミ
ノ型反応にも成功しました。 
　次の目標は、本ドミノ型合成法の概念を広く一般化、実用化す
ることです。まだ課題は山積みですが、簡単な原料から化学収率、
光学純度ともに１００％の生成物を一挙に得る、高効率的な次世代
型の酵素触媒合成法の完成を目指しています。 
　私は、昭和５３年に大阪大学薬学部製薬化学科に入学し、卒業研
究で故田村恭光教授の薬品合成化学教室に配属になりました。以
後、今日に至るまで同研究室（現分子合成化学分野）でお世話に
なってきました。本研究に終始、叱咤激励いただきました北　泰
行教授、ならびに試行錯誤の苦しい時期を粘り強く乗り越えてく
れた、また現在頑張っている学生、研究生に心から感謝申し上げ
ます。 

日本薬学会奨励賞、日本遺伝子治療学会学会賞、 

万有薬剤学奨励賞受賞にあたって 

国立医薬品食品衛生研究所　遺伝子細胞医薬部　主任研究官　水口　裕之 
　平成１４年度は、第７回日本遺伝子治療学会学会賞（７月）、第
２回万有薬剤学奨励賞（９月）、そして平成１５年度日本薬学会奨
励賞（３月）を受賞させていただくことができました。栄誉ある
賞を受けることができた喜びとともに、今後自身の研究をより発
展させるよう身を引き締めている所存であります。ここにこれら
の受賞の対象となった一連の研究内容について、簡単に紹介させ
ていただきます。 
　私は平成８年３月に薬剤学講座博士後期課程（３９期）を修了し、
平成８年４月より日本学術振興会特別研究員として大阪大学微生
物病研究所で、平成９年４月より日本学術振興会海外特別研究員
として米国ワシントン大学（Ｄｒ．Ｍａｒｋ Ａ．Ｋａｙ；現スタンフォ
ード大学）で研究し、平成１０年７月より国立医薬品食品衛生研究
所に勤務しております。この間、博士後期過程より一貫して遺伝
子治療および遺伝子機能解析のための新規遺伝子導入・発現技術
の開発に関する基盤研究を行っております。受賞対象となったア
デノウイルス（Ａｄ）ベクターの研究は米国留学時に開始いたし
ました。留学当初私に与えられた仕事は、当時ヨーロッパで開発
された大腸菌の相同組換えを利用したＡｄベクター作製法を導入
して欲しいというものでありました。Ｋａｙ研究室では、それまで
の定法であった非効率的で煩雑な動物細胞での相同組換えを利用
した方法でＡｄベクターを作製していました。ところが、不幸な
ことに（今となっては幸運なことであるが）全くうまくいかない
ままに１－２ヶ月が経過しました（後になって分かったことであ
るが、大腸菌が悪かった）。それならば、特別な技術を一切必要
とせず、より簡便なＡｄベクター作製法を開発しようと思い、考
えついた方法がｉｎ ｖｉｔｒｏライゲーションに基づいたプラスミド組
換えを利用した方法であります。本ベクター作製法はそれまで汎

用されていなかった特別な制限酵素を利用することで可能になっ
た技術であり、現在ではクロンテック社よりキット化され、世界
の多くの研究者に利用されています。 
　国立医薬品食品衛生研究所に着任後は、Ａｄベクターの改良研
究を行い、１）従来のＡｄベクターで感染できない細胞へも効率
良く遺伝子導入できるファイバー改変Ａｄベクター、２）ターゲ
ティング能を有したＡｄベクター、３）従来の５型Ａｄベクターと
は異なった血清型の３５型Ａｄをベクター化することで、Ａｄに対す
る既存抗体の影響の回避や感染域の変更が可能な新しいタイプの
Ａｄベクター、４）遺伝子発現の制御・抑制が可能なＡｄベクター
などを開発し、これらのベクターの遺伝子治療応用研究における
有用性を実証しました。Ａｄベクターは既存のベクターでは最も
遺伝子導入効率に優れ、高タイターのベクターが得られること（他
のウイルスベクターに比べ１０００倍以上の収量が得られる）、そし
て我々の研究によって画期的遺伝子導入系及び遺伝子発現制御系
としての様々な機能を付加されたものとなっていることから、遺
伝子治療用ベクターというだけにとどまらず、新規遺伝子の機能
解析に必須の基盤技術ともなっています。我々の開発した技術が、
ポストゲノム研究並びにゲノム科学・医療の発展に大きく貢献で
きることを期待していております。 
　最後に今回の受賞は、国立医薬品食品衛生研究所副所長の早川
堯夫先生（院１３期）による研究指導と、多くの共同研究者のご協
力の賜であり、ここに心から感謝申し上げます。また、大阪大学
在学中に恩師真弓忠範先生より受けた研究者としての徹底した基
礎トレーニングが、私の研究生活・精神の源流になっていること
を申し添えさせていただきます。 

受賞の喜び 

「ファーマ・バイオフォーラム2002」最優秀論文発表賞受賞 

大阪大学大学院薬学研究科薬剤学分野　博士後期課程3年　吉岡　靖雄 
　この度、２００２年１１月９、１０日の両日、共立薬科大学にて開催さ
れた「ファーマ・バイオフォーラム２００２」、２００３年４月４日～６
日にわたり京都国際会議場にて開催された日本薬剤学会第１８年会
において最優秀論文発表賞を賜り、薬友会だよりに執筆する機会
を頂いた。現在私は、「目的とする生理活性を完全に保持した機
能性変異蛋白質の迅速構築とそのＤＤＳへの応用」に関する研究
を推進しており、本研究成果を上記両学会にて口頭発表した。本
発表では、ファージ表面提示法を駆使することで膨大な多様性を
有する機能性蛋白質変異体の中から、医薬価値に優れた機能性蛋
白質変異体を網羅的かつハイスループットに選択し得る方法の確
立、更にそれら変異体の部位特異的高分子バイオコンジュゲーシ
ョンにより目的治療作用の増大と副作用の軽減が可能となること
を報告した。この研究成果は、サイトカインをはじめとする多く

の蛋白質の臨床応用への道を大きく広げるものである。また、そ
れら変異体の構造解析による構造活性相関の追求など、医療分野
のみならずポストゲノム新次代におけるプロテオーム研究等の基
礎研究に多大に貢献するものと期待している。 
　現在、ヒトゲノム解析と共に、薬剤学領域においても、これま
での低分子化合物のみならず、蛋白質・糖など生体内高分子をも
医薬品化する時代にあり、まさに創薬のパラダイムシフトが起こ
りつつある。このような時代のなかで、今後もプロテオーム解析・
創薬に微力ながら貢献出来るよう鋭意精進したいと意を新たにし
ている。 
　最後になりましたが、本研究を推進するにあたりお世話になり
ました先生方並びに薬友会だよりに執筆する機会を与えてくださ
いました諸先生方に深く感謝申し上げます。 
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　近年、薬物の概念が急速に変化し、遺伝子や抗原蛋白質そのも
のを薬物として捉えた遺伝子治療や新規ワクチン、抗体療法等の
次世代治療法が台頭してきており、今まさに新たな視点に立った
２１世紀型創薬研究が期待されている。さて、生命体は複雑多岐に
わたる情報回路網の総体としてホメオスタシスを維持しつつ存在
している。この中で特徴的な事は、蛋白質、遺伝子等の体内高分
子物質は、その高次構造の中に多くの情報を自ら内蔵し、情報の
受信・発信の担い手として重要な機能を営んでいる事にある。薬
物療法とは、彼等が担っている情報の質あるいは量を一部補充・
変化させる事に他ならない。２０世紀型創薬研究では、膜透過性が
良好な低分子物質が薬物として開発されてきた。しかし今後は、
豊富な機能を有する生体内高分子物質を薬物として開発し疾病治
療に適用するケースが激増するであろう。ところが高分子物質は
膜透過性が悪く、吸収や組織移行性に乏しいばかりか、血中で速
やかに分解されてしまう。とりわけ遺伝子や抗原蛋白等は細胞内
に導入されない限り作用の発現は皆無である。従って２１世紀型創
薬研究に必須の最重点基本戦略の第一は、当該高分子を安定に効
率よく標的組織の細胞表面レセプターに送達させる事、第二は、
それら高分子物質を効率よく細胞膜を移行させ細胞質内に導入す
る事にある。我々は第一の問題に対して、水溶性高分子を用いた
ＴＮＦ－αのバイオコンジュゲート化ＤＤＳの分子設計理論を構築した。

さらに、これまでＴＮＦ－αの活性発現や構造維持に必須と考えら
れていたリジン残基を、活性を完全に保持したまま他のアミノ酸
に一挙置換したリジン欠損変異体や体内安定性、レセプター親和
性に優れた人工変異体の創製に初めて成功した。第二の問題に関
しては、センダイウイルスの細胞膜融合能をリポソームに付与し
た膜融合リポソームを駆使して、ｉｎ ｖｉｖｏ遺伝子導入ベクターとし
て、カチオニックリポソームの１６００倍以上も高い遺伝子発現を可
能とした。さらに抗原提示細胞質内への効率的抗原送達を実現し、
フロイントの完全アジュバントを上回る細胞性免疫誘導を達成し
た。ついで、薬物徐放性担体としてのナノ粒子を、エンドサイト
ーシスを介することなく短時間で効率よく１０万個の細胞質内に一
挙に直接導入する技術の開発に成功した。本技術はマイクロマニ
ピュレーターを用いることなく固形粒子を細胞質内に直接導入し
た初めての例である。今後ナノサイエンスの発展により開発され
てくるであろう機能性ナノ粒子の細胞内での作用（ナノ治療シス
テム）やオルガネラレベルの細胞内動態制御研究への道が拓かれ
る事に期待を寄せている。 
　以上の成果は、我が愛する薬剤学分野の学生諸君の努力の賜で
あり、心から御礼申し上げます。また、この場をお借りして恩師
　濱　堯夫先生（元　神戸学院大学薬学部長、学長）に深謝致し
ます。 

平成14年度日本薬剤学会賞を受賞して 

「細胞質内デリバリーによる新規薬物治療戦略」 

大阪大学大学院薬学研究科　真弓　忠範 

受賞の喜び 受賞の喜び 
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合成法の開発研究を行い、本来は脂肪を分解する酵素のリパーゼ
を使って、逆に分子を組み立てる反応の開発に成功し、平成１５年
度日本薬学会学術振興賞を頂くことができました。ここに受賞対
象となった研究の概要を述べさせて頂きます。 
　酵素触媒を用いると、室温で、簡単な操作で高選択的に反応が
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展させるよう身を引き締めている所存であります。ここにこれら
の受賞の対象となった一連の研究内容について、簡単に紹介させ
ていただきます。 
　私は平成８年３月に薬剤学講座博士後期課程（３９期）を修了し、
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して欲しいというものでありました。Ｋａｙ研究室では、それまで
の定法であった非効率的で煩雑な動物細胞での相同組換えを利用
した方法でＡｄベクターを作製していました。ところが、不幸な
ことに（今となっては幸運なことであるが）全くうまくいかない
ままに１－２ヶ月が経過しました（後になって分かったことであ
るが、大腸菌が悪かった）。それならば、特別な技術を一切必要
とせず、より簡便なＡｄベクター作製法を開発しようと思い、考
えついた方法がｉｎ ｖｉｔｒｏライゲーションに基づいたプラスミド組
換えを利用した方法であります。本ベクター作製法はそれまで汎

用されていなかった特別な制限酵素を利用することで可能になっ
た技術であり、現在ではクロンテック社よりキット化され、世界
の多くの研究者に利用されています。 
　国立医薬品食品衛生研究所に着任後は、Ａｄベクターの改良研
究を行い、１）従来のＡｄベクターで感染できない細胞へも効率
良く遺伝子導入できるファイバー改変Ａｄベクター、２）ターゲ
ティング能を有したＡｄベクター、３）従来の５型Ａｄベクターと
は異なった血清型の３５型Ａｄをベクター化することで、Ａｄに対す
る既存抗体の影響の回避や感染域の変更が可能な新しいタイプの
Ａｄベクター、４）遺伝子発現の制御・抑制が可能なＡｄベクター
などを開発し、これらのベクターの遺伝子治療応用研究における
有用性を実証しました。Ａｄベクターは既存のベクターでは最も
遺伝子導入効率に優れ、高タイターのベクターが得られること（他
のウイルスベクターに比べ１０００倍以上の収量が得られる）、そし
て我々の研究によって画期的遺伝子導入系及び遺伝子発現制御系
としての様々な機能を付加されたものとなっていることから、遺
伝子治療用ベクターというだけにとどまらず、新規遺伝子の機能
解析に必須の基盤技術ともなっています。我々の開発した技術が、
ポストゲノム研究並びにゲノム科学・医療の発展に大きく貢献で
きることを期待していております。 
　最後に今回の受賞は、国立医薬品食品衛生研究所副所長の早川
堯夫先生（院１３期）による研究指導と、多くの共同研究者のご協
力の賜であり、ここに心から感謝申し上げます。また、大阪大学
在学中に恩師真弓忠範先生より受けた研究者としての徹底した基
礎トレーニングが、私の研究生活・精神の源流になっていること
を申し添えさせていただきます。 

受賞の喜び 

「ファーマ・バイオフォーラム2002」最優秀論文発表賞受賞 

大阪大学大学院薬学研究科薬剤学分野　博士後期課程3年　吉岡　靖雄 
　この度、２００２年１１月９、１０日の両日、共立薬科大学にて開催さ
れた「ファーマ・バイオフォーラム２００２」、２００３年４月４日～６
日にわたり京都国際会議場にて開催された日本薬剤学会第１８年会
において最優秀論文発表賞を賜り、薬友会だよりに執筆する機会
を頂いた。現在私は、「目的とする生理活性を完全に保持した機
能性変異蛋白質の迅速構築とそのＤＤＳへの応用」に関する研究
を推進しており、本研究成果を上記両学会にて口頭発表した。本
発表では、ファージ表面提示法を駆使することで膨大な多様性を
有する機能性蛋白質変異体の中から、医薬価値に優れた機能性蛋
白質変異体を網羅的かつハイスループットに選択し得る方法の確
立、更にそれら変異体の部位特異的高分子バイオコンジュゲーシ
ョンにより目的治療作用の増大と副作用の軽減が可能となること
を報告した。この研究成果は、サイトカインをはじめとする多く

の蛋白質の臨床応用への道を大きく広げるものである。また、そ
れら変異体の構造解析による構造活性相関の追求など、医療分野
のみならずポストゲノム新次代におけるプロテオーム研究等の基
礎研究に多大に貢献するものと期待している。 
　現在、ヒトゲノム解析と共に、薬剤学領域においても、これま
での低分子化合物のみならず、蛋白質・糖など生体内高分子をも
医薬品化する時代にあり、まさに創薬のパラダイムシフトが起こ
りつつある。このような時代のなかで、今後もプロテオーム解析・
創薬に微力ながら貢献出来るよう鋭意精進したいと意を新たにし
ている。 
　最後になりましたが、本研究を推進するにあたりお世話になり
ました先生方並びに薬友会だよりに執筆する機会を与えてくださ
いました諸先生方に深く感謝申し上げます。 
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　この度、「ＰＰＡＲｇａｍｍａをターゲットとした炎症性腸疾患の遺
伝子治療」に関する研究に対して、第７６回日本薬理学会年会にお
ける年会優秀発表賞を頂きました。この受賞を光栄に思いますと
共に、これまでご指導ご鞭撻いただきました多くの先生方に改め
て感謝の意を表し、心から御礼申し上げる次第です。 
　この賞は、応募した若手研究者を対象に、その研究内容、研究
の将来性と独創性及びプレゼンテーション能力を評価の対象とし
て選考されます。本年会においては、ポスター部門２４９名、講演
部門８２名、計３３１名の演者が応募されたとのことです。私の場合
はポスター部門でしたので、まわってこられた審査員の前でプレ
ゼンテーションを行いました。対話形式のプレゼンテーションで
すので、研究内容に対して非常に厳しいお言葉を頂く部分もあり
ましたが、終始和やかな雰囲気で進めることができ、審査員の方
にも興味を持って頂けたのではないか（？）という手ごたえを得て
いました。しかしながら、私の発表時間が終わった後に周囲のポ
スターを拝見したところ、周りの演題は非常にレベルが高く、か
つ、私の発表が異色であることを改めて痛感し、「受賞は厳しいな」

という印象を受けていました。賞対象の研究は、「消化管での免疫
応答に深く関わっている核内レセプターＰＰＡＲｇａｍｍａの発現量
を調節することで炎症性腸疾患の治療を行う」という内容です。
私は、４回生の研究室配属で薬剤学分野（真弓研究室）に配属さ
れて以来、薬物送達の概念を取り入れた遺伝子治療用ベクターの
改変ならびにそれらの新しい応用方法について研究活動を進めて
参りました。これまで薬理学会に参加したことはありませんでし
たが、阪大歯学研究科、薬理学教室との共同研究の成果を発表す
る機会に恵まれましたので、今回初めて薬理学会年会に参加しま
した。正直なところ、この発表内容が薬理学の世界で評価して頂
けるのかどうか非常に不安であったのです。 
　この度の受賞は、これまで参加したことのなかった学会で評価
していただいたという意味で、私にとって非常に勇気づけられる
ものとなりました。これを機にこれまで学んできたことを振り返
りながら、今後更に私の特色を生かした研究ができるよう努力を
重ねていきたいという所存であります。 

第76回日本薬理学会年会優秀発表賞受賞 

大阪大学大学院薬学研究科薬剤学分野　形山　和史 

「ファーマ・バイオフォーラム2002」優秀発表賞受賞 

大阪大学大学院薬学研究科蛋白情報解析学分野　岡田　欣晃 

枡井雅一郎名誉教授勲二等瑞宝章受章 

枡井先生、おめでとうございます 

31期生　前田　初男 

受賞の喜び 受賞の喜び 

第4回地域研究交流フォーラム「21世紀の薬箱」開催 

大阪大学薬学部創立50周年記念事業 

　薬学部・薬学研究科主催の第４回地域研究交流フォーラム「２１
世紀の薬箱」が、「医薬品開発のフロンティア」をテーマに、平成
１５年３月８日（土）に薬学部２号館で開催されました。今回は真弓
忠範教授を実行委員長として、本フォーラムを“薬学研究科発”
の情報発信の場と位置づけ、初めての試みとしてパネルディスカ
ッションとポスタープレゼンテーションを企画しました。 
　まず基調講演では、鶴田康則・厚生労働省大臣官房審議官に「最
近の薬務行政について」、萬年成泰・日本ベーリンガーインゲルハ
イム常務取締役研究所長に「国際競争力強化への戦略」と題する
講演をいただき、薬務行政や企業における創薬研究の現状や国際
的な動向、今後の展望について最新の情報を提供いただきました。 
　パネルディスカッションでは、行政官（植木明廣・大阪医薬品
協会理事長）、医師（藤尾慈・薬学研究科助教授）、薬剤師（上島
悦子・医学部附属病院薬剤部室長）、企業研究者（春田純一・日

本たばこ産業株式会社化学研究所所長）および大学研究者（竹本
佳司・京都大学薬学研究科教授）としてご活躍の先生方から、「新
世紀における創薬研究」について話題提供をいただき、その後先
のおふたりの先生を交えて全体討論を行いました。創薬研究の今
後の方向性や課題について参加者から多くの意見や質問が出され、
有意義なディスカッションとなりました。 
　ポスタープレゼンテーションでは、薬学研究科全分野から発表
があり、最新の研究成果について活発な意見交換が行われ、大学
における創薬研究に対する関心の高さと期待の大きさを実感しま
した。 
　年度末の忙しい時期にもかかわらず、学外から１２０名を越える
参加があり、また多くの方々から大変有意義な企画であったとの
感想をいただきました。今後、本フォーラムをさらに充実させる
ことにより、阪大発の医薬シーズ、技術シーズから誕生した医薬
品が、将来「２１世紀の薬箱」の中に見出されますことを祈ってや
みません。 

　私は、去る平成１４年１１月９，１０日に開催された、日本薬学会生物
系薬学部会主催のファーマ・バイオフォーラム２００２において、優
秀発表賞（発表演題：「ＰＦ４遺伝子の新規発現調節領域に結合す
るホメオドメインタンパク質の機能について」）を頂くことがで
きました。自分の研究や発表能力について、他機関の先生方に評
価して頂けたことは、喜ばしく、研究を行う上での大きな自信と
なりました。 
　主催者の先生方によりますと、この学会は大学院生に口頭発表
の機会を多く提供し、プレゼンテーションについて学ばせること
を目的とするとのことでした。そのため、１０分という長い質疑応
答時間と、多くの審査員の先生方による厳しい質問が用意されて
おり、沈黙してしまう発表者もいましたが、中には修士にも関わ
らず立派に質疑をこなしている発表者も見受けられました。私自
身も、自分の研究に対する貴重なコメントを頂けたことはもとよ
り、プレゼンテーションを行うにあたってのいくつかの課題を認

識することができ、非常に有意義な時間を過ごせました。 
　今回の審査は、研究成果・業績のすばらしさを競うものではな
く、自分の研究についての理解度と内容をわかりやすく伝える工
夫や、質疑応答の様子などが評価基準だったようです。このよう
な審査基準のため、流行のテーマでなくとも、研究を行う意義や
研究の進め方について、しっかりとした考えを持っていれば、十
分に評価対象となるという点が斬新で良かったと思います。修士
の学生さんが受賞している例もあり、若い大学院生もモチベーシ
ョンを高く持てる学会であったように思います。 
　今回のような画期的な学会を開催されるにあたって、主催者の
方々のご苦労は非常に大きかったと思われますが、今後もこの学
会の継続を願うとともに、後輩の皆さんにも是非チャレンジして
頂きたいと思います。私もこの受賞を励みに、今後もさらに研究、
発表の腕を磨いていこうと思います。 

　第３回バイオビジネスコンペＪＡＰＡＮ最優秀賞が、大学院薬学
研究科の今西　武教授に授与されました。同賞は、大阪府・大阪
の経済団体などが主催するバイオビジネスコンペＪＡＰＡＮに応募
のあったバイオビジネスプランの中から最も優れたプランに与え
られるものです。 
　今西　武教授は、天然核酸の糖部が架橋構造化によって立体
配座（コンホメーション）の固定化された新しい人工核酸ＢＮＡ
（Ｂｒｉｄｇｅｄ Ｎｕｃｌｅｉｃ Ａｃｉｄ）類を種々開発し、それら人工核酸が遺
伝子の発現を特異的に制御しうるアンチセンス法（ｍＲＮＡに結合
させ、タンパク質の生産を抑制する手法）やアンチジーン法（ゲ
ノムＤＮＡに結合させ、ｍＲＮＡへの転写を制御する手法）の高機
能性素材としての優れた数々の特性（ｍＲＮＡやゲノムＤＮＡに対
する頑強で配列特異的な結合親和性、高い酵素耐性能など）を有

していることを明らかにしています。今回の受賞は、これらの成
果を基に、ＢＮＡ類を様々なゲノム関連技術に活用してゲノム創
薬など幅広いバイオビジネスへと結び付けようとするプランが高
く評価されたものです。 
　第３回となる今回のコンペは、昨年８月に募集を開始、１１月の
締め切りまでに５４件の応募があり、１２月の事前発表会などを経て、
７件のプランに絞られていた。４月１７日（木）に千里ライフサイエ
ンスセンターで本選会が開催され、「超機能性人工核酸ＢＮＡ類に
よる包括的ゲノム創薬手法の開発」の今西教授と「形質変換技術
による成長促進・生産性およびストレス耐性能を強化した園芸植
物および樹木の開発」の近畿大学農学部重岡　茂教授の２名に最
優秀賞が授与されました。 
（阪大ＮＯＷ， ６０： ２０－２１， ２００３より） 

今西　武教授「第３回バイオビジネスコンペJAPAN最優秀賞」受賞 

　元物理分析学講座教授・枡井雅一郎先生が平成１５年度「春の叙
勲」で勲二等瑞宝章を受章されました。衷心よりお慶び申し上げ
ます。 
　楽しみにしていらしたようですが、残念ながら枡井先生は体調
不良のため授与式にご出席できませんでした。その結果、大学に

届いた勲章をお届けする大役を私が仰せつかり、５月３１日午後４
時に枡井先生の御自宅に大森秀信先生とともに伺いました。台風
が近畿地方を通過するため約束の日時は暴風雨という天気予報で
した。大事な勲章を濡らしたら大変と、心配していましたが、枡
井先生の御人徳か、先生宅への往路は全く雨にあいませんでした。

帰路はしっかり雨でしたが．．． 
　「こんなのを貰うとかえって色々大変だ」と言いながらも、私
が学生の頃と変わらない穏やかな笑顔の枡井先生。「朝早くから
電話でお祝を頂いた方達に今日はゴルフでいません、なんて恥ず
かしくて言えませんよ」と新聞発表日の枡井先生の行動に不平を
漏らす奥様も何だか嬉しそうでした。「お祝の電話を頂いた中に
吹田市会議員の某さんもいたみたいだよ」と大森先生に話しかけ
る枡井先生から、薬学部長の頃の思い出話しを伺いました。その
当時、蛍池から吹田への移転前で近隣住民への対応等で大変だっ

たそうです。『「薬学の建物と一般住宅は５０メートル“も”離れている」
「いや５０メートル“しか”離れていない」と彼とは結構やりあった
なあ』と３０年程前の出来事が本当に懐かしそうでした。 
　枡井先生に勲章を無事お渡しできただけでなく、七宝の輝きが
見事な勲章を手に幸せそうな先生御夫妻と楽しい一時を過ごすこ
とができました。これも、先生が７７歳の今もゴルフ、ビリヤード、
お酒などを十二分に楽しめる程ご壮健でいらっしゃるからだと喜
んでいます。これからも、お元気に益々充実した日々を送られる
ことをお祈り申し上げます。 
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たが、阪大歯学研究科、薬理学教室との共同研究の成果を発表す
る機会に恵まれましたので、今回初めて薬理学会年会に参加しま
した。正直なところ、この発表内容が薬理学の世界で評価して頂
けるのかどうか非常に不安であったのです。 
　この度の受賞は、これまで参加したことのなかった学会で評価
していただいたという意味で、私にとって非常に勇気づけられる
ものとなりました。これを機にこれまで学んできたことを振り返
りながら、今後更に私の特色を生かした研究ができるよう努力を
重ねていきたいという所存であります。 

第76回日本薬理学会年会優秀発表賞受賞 

大阪大学大学院薬学研究科薬剤学分野　形山　和史 

「ファーマ・バイオフォーラム2002」優秀発表賞受賞 

大阪大学大学院薬学研究科蛋白情報解析学分野　岡田　欣晃 

枡井雅一郎名誉教授勲二等瑞宝章受章 

枡井先生、おめでとうございます 

31期生　前田　初男 

受賞の喜び 受賞の喜び 

第4回地域研究交流フォーラム「21世紀の薬箱」開催 

大阪大学薬学部創立50周年記念事業 

　薬学部・薬学研究科主催の第４回地域研究交流フォーラム「２１
世紀の薬箱」が、「医薬品開発のフロンティア」をテーマに、平成
１５年３月８日（土）に薬学部２号館で開催されました。今回は真弓
忠範教授を実行委員長として、本フォーラムを“薬学研究科発”
の情報発信の場と位置づけ、初めての試みとしてパネルディスカ
ッションとポスタープレゼンテーションを企画しました。 
　まず基調講演では、鶴田康則・厚生労働省大臣官房審議官に「最
近の薬務行政について」、萬年成泰・日本ベーリンガーインゲルハ
イム常務取締役研究所長に「国際競争力強化への戦略」と題する
講演をいただき、薬務行政や企業における創薬研究の現状や国際
的な動向、今後の展望について最新の情報を提供いただきました。 
　パネルディスカッションでは、行政官（植木明廣・大阪医薬品
協会理事長）、医師（藤尾慈・薬学研究科助教授）、薬剤師（上島
悦子・医学部附属病院薬剤部室長）、企業研究者（春田純一・日

本たばこ産業株式会社化学研究所所長）および大学研究者（竹本
佳司・京都大学薬学研究科教授）としてご活躍の先生方から、「新
世紀における創薬研究」について話題提供をいただき、その後先
のおふたりの先生を交えて全体討論を行いました。創薬研究の今
後の方向性や課題について参加者から多くの意見や質問が出され、
有意義なディスカッションとなりました。 
　ポスタープレゼンテーションでは、薬学研究科全分野から発表
があり、最新の研究成果について活発な意見交換が行われ、大学
における創薬研究に対する関心の高さと期待の大きさを実感しま
した。 
　年度末の忙しい時期にもかかわらず、学外から１２０名を越える
参加があり、また多くの方々から大変有意義な企画であったとの
感想をいただきました。今後、本フォーラムをさらに充実させる
ことにより、阪大発の医薬シーズ、技術シーズから誕生した医薬
品が、将来「２１世紀の薬箱」の中に見出されますことを祈ってや
みません。 

　私は、去る平成１４年１１月９，１０日に開催された、日本薬学会生物
系薬学部会主催のファーマ・バイオフォーラム２００２において、優
秀発表賞（発表演題：「ＰＦ４遺伝子の新規発現調節領域に結合す
るホメオドメインタンパク質の機能について」）を頂くことがで
きました。自分の研究や発表能力について、他機関の先生方に評
価して頂けたことは、喜ばしく、研究を行う上での大きな自信と
なりました。 
　主催者の先生方によりますと、この学会は大学院生に口頭発表
の機会を多く提供し、プレゼンテーションについて学ばせること
を目的とするとのことでした。そのため、１０分という長い質疑応
答時間と、多くの審査員の先生方による厳しい質問が用意されて
おり、沈黙してしまう発表者もいましたが、中には修士にも関わ
らず立派に質疑をこなしている発表者も見受けられました。私自
身も、自分の研究に対する貴重なコメントを頂けたことはもとよ
り、プレゼンテーションを行うにあたってのいくつかの課題を認

識することができ、非常に有意義な時間を過ごせました。 
　今回の審査は、研究成果・業績のすばらしさを競うものではな
く、自分の研究についての理解度と内容をわかりやすく伝える工
夫や、質疑応答の様子などが評価基準だったようです。このよう
な審査基準のため、流行のテーマでなくとも、研究を行う意義や
研究の進め方について、しっかりとした考えを持っていれば、十
分に評価対象となるという点が斬新で良かったと思います。修士
の学生さんが受賞している例もあり、若い大学院生もモチベーシ
ョンを高く持てる学会であったように思います。 
　今回のような画期的な学会を開催されるにあたって、主催者の
方々のご苦労は非常に大きかったと思われますが、今後もこの学
会の継続を願うとともに、後輩の皆さんにも是非チャレンジして
頂きたいと思います。私もこの受賞を励みに、今後もさらに研究、
発表の腕を磨いていこうと思います。 

　第３回バイオビジネスコンペＪＡＰＡＮ最優秀賞が、大学院薬学
研究科の今西　武教授に授与されました。同賞は、大阪府・大阪
の経済団体などが主催するバイオビジネスコンペＪＡＰＡＮに応募
のあったバイオビジネスプランの中から最も優れたプランに与え
られるものです。 
　今西　武教授は、天然核酸の糖部が架橋構造化によって立体
配座（コンホメーション）の固定化された新しい人工核酸ＢＮＡ
（Ｂｒｉｄｇｅｄ Ｎｕｃｌｅｉｃ Ａｃｉｄ）類を種々開発し、それら人工核酸が遺
伝子の発現を特異的に制御しうるアンチセンス法（ｍＲＮＡに結合
させ、タンパク質の生産を抑制する手法）やアンチジーン法（ゲ
ノムＤＮＡに結合させ、ｍＲＮＡへの転写を制御する手法）の高機
能性素材としての優れた数々の特性（ｍＲＮＡやゲノムＤＮＡに対
する頑強で配列特異的な結合親和性、高い酵素耐性能など）を有

していることを明らかにしています。今回の受賞は、これらの成
果を基に、ＢＮＡ類を様々なゲノム関連技術に活用してゲノム創
薬など幅広いバイオビジネスへと結び付けようとするプランが高
く評価されたものです。 
　第３回となる今回のコンペは、昨年８月に募集を開始、１１月の
締め切りまでに５４件の応募があり、１２月の事前発表会などを経て、
７件のプランに絞られていた。４月１７日（木）に千里ライフサイエ
ンスセンターで本選会が開催され、「超機能性人工核酸ＢＮＡ類に
よる包括的ゲノム創薬手法の開発」の今西教授と「形質変換技術
による成長促進・生産性およびストレス耐性能を強化した園芸植
物および樹木の開発」の近畿大学農学部重岡　茂教授の２名に最
優秀賞が授与されました。 
（阪大ＮＯＷ， ６０： ２０－２１， ２００３より） 

今西　武教授「第３回バイオビジネスコンペJAPAN最優秀賞」受賞 

　元物理分析学講座教授・枡井雅一郎先生が平成１５年度「春の叙
勲」で勲二等瑞宝章を受章されました。衷心よりお慶び申し上げ
ます。 
　楽しみにしていらしたようですが、残念ながら枡井先生は体調
不良のため授与式にご出席できませんでした。その結果、大学に

届いた勲章をお届けする大役を私が仰せつかり、５月３１日午後４
時に枡井先生の御自宅に大森秀信先生とともに伺いました。台風
が近畿地方を通過するため約束の日時は暴風雨という天気予報で
した。大事な勲章を濡らしたら大変と、心配していましたが、枡
井先生の御人徳か、先生宅への往路は全く雨にあいませんでした。

帰路はしっかり雨でしたが．．． 
　「こんなのを貰うとかえって色々大変だ」と言いながらも、私
が学生の頃と変わらない穏やかな笑顔の枡井先生。「朝早くから
電話でお祝を頂いた方達に今日はゴルフでいません、なんて恥ず
かしくて言えませんよ」と新聞発表日の枡井先生の行動に不平を
漏らす奥様も何だか嬉しそうでした。「お祝の電話を頂いた中に
吹田市会議員の某さんもいたみたいだよ」と大森先生に話しかけ
る枡井先生から、薬学部長の頃の思い出話しを伺いました。その
当時、蛍池から吹田への移転前で近隣住民への対応等で大変だっ

たそうです。『「薬学の建物と一般住宅は５０メートル“も”離れている」
「いや５０メートル“しか”離れていない」と彼とは結構やりあった
なあ』と３０年程前の出来事が本当に懐かしそうでした。 
　枡井先生に勲章を無事お渡しできただけでなく、七宝の輝きが
見事な勲章を手に幸せそうな先生御夫妻と楽しい一時を過ごすこ
とができました。これも、先生が７７歳の今もゴルフ、ビリヤード、
お酒などを十二分に楽しめる程ご壮健でいらっしゃるからだと喜
んでいます。これからも、お元気に益々充実した日々を送られる
ことをお祈り申し上げます。 
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国際学会に参加して 
大阪大学大学院薬学研究科創立５０周年記念国際交流事業 「大学院生海外派遣」 

　この度、薬学部創立５０周年記念国際化推進事業の一環として、２００２
年７月２１日～２５日にわたりソウルにて開催された２９ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ 
ｏｆ ｔｈｅ ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ ｒｅｌｅａｓｅ ｓｏｃｉｅｔｙにて発表する機会を与えて頂きまし
た。本学会は、総演題数８００、参加者１３００名のドラッグデリバリーシス
テムに関する世界最大規模の学会であり、９６年の京都に引き続きアジ
アで２回目の開催ということで、アジア勢、特に地元韓国からの積極
的な参加が目立ちました。 

　発表内容は、薬物の除放化、製剤化技術など従来のＤＤＳ技術に加えて、
遺伝子治療、薬物の組織標的化、プロテオーム解析、遺伝子発現の網
羅的解析など数多くの最先端技術の発表が行われ、魅力に富んだ内容
でした。特に“細胞内遺伝子デリバリー制御”に関する発表は多く、
今後のＤＤＳ研究の大きな柱となるものと感じました。私自身の発表に
おいては、自らの英語のつたなさを痛感しながらも、多くの方に興味
を持って頂き、ご助言を頂けたことは、自らの今後の研究指針を考え
る上で非常に参考になりました。また、海外の諸先生方や学生の皆さ
んとの交流の中で、その国の研究事情、文化を肌に感じ、研究面のみ
ならず、多方面で大いに刺激を受けました。今回の発表を通じ、多く
の人に研究内容を伝える難しさ等を感じながらも、世界最先端の研究、
論文誌上でお名前だけを存じ上げていた研究者と接することができ、
新たな目標や夢を描けました。 
　最後になりましたが、このような貴重な体験をサポートして頂けま
したこと、心より御礼を申し上げ、海外渡航報告にかえさせて頂きます。 

薬剤学分野　博士後期課程3年　吉岡 靖雄 

参加国際学会：２９ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ 
　　　　　　ｔｈｅ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ Ｒｅｌｅａｓｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ 
期　　　間：２００２年７月２１日～７月２５日 
場　　　所：ソウル、韓国 

　２００２年９月２０日から２３日にハワイ・カウアイ島で開催された国際タ
ウリンシンポジウム“Ｔａｕｒｉｎｅ；Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ”
に参加させていただきました。ハワイ・カウアイ島はオアフ島の西約
１１０㎞にあり、グランドキャニオンを彷彿させる渓谷、断崖絶壁が続く
海岸線、見渡すかぎりのタロイモ畑、グアバのプランテーションとい
った壮大で神秘的な景観が広がる自然が豊かな島で、ハリウッド映画
の撮影地としても有名なところです。 

　今回の学会はタウリンの新たな機能の探索と臨床的意義の追求を目
的として行われました。タウリンは生体内に非常に多く存在し、特に
心臓、脳、網膜などの臓器に高濃度に存在します。その生理作用は生
命活動に重要な役割を担っており、本学会でもタウリンの有用性や作
用メカニズム等に関する様々な研究結果が発表されました。私は、心
臓におけるタウリントランスポーターに関する発表を行いました。同
分野で活躍している外国の研究者と交流し議論することにより、新た
な視点からの助言を受けることができ、研究を進めていくにあたり大
きな刺激となりました。また、文献の上でのみ見慣れた研究者を目の
前にし、その講演や発表を直に見聞できたことは本当に感慨深いもの
がありました。今後は、本学会での貴重な経験を生かし、さらに語学力、
プレゼンテーション能力を高めようと決意しております。 
　最後になりましたが、本学会に参加するにあたり、渡航費用をご支
援してくださいました大阪大学薬学部創立５０周年記念事業、国際化推
進委員会に心よりお礼申し上げます。 

臨床薬効解析学分野　博士後期課程3年　高谷 朋夏 

参加国際学会：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔａｕｒｉｎｅ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ２００２： 
　　　　　　Ｔａｕｒｉｎｅ； Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ 
期　　　間：２００２年９月２０日～９月２３日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　昨年９月、ハワイで開催された国際タウリンシンポジウムで口頭発
表する機会を頂きました。学会が開催されたのは、ハワイ諸島の中で
も最も知られていなさそうなカウアイ島で、観光客も少なくほのぼの
とした所でした。会場となったホテルは、綺麗な青い海に面しており、
他の宿泊客はハネムーンであったり、家族旅行であったり、まさにリ

ゾートホテル、といった開放感に満ち溢れたところでした。学会発表
は対照的で、当然発表も質問も英語であったため、それまで参加して
きた国内での学会とは比べものにならないほど緊張しました。また、
国内では発表内容に関する質問を受けることがあまりありませんでし
たが、今回の学会では、多くの方々から様々な質問とアドバイスを頂き、
興味深く聞いてもらっているという印象を強く受けました。更に「タ
ウリン」という非常に狭い枠組みでの学会であっただけに、学会に参
加されていた方々は皆、全ての演題に対して親近感を抱いていたのも
非常に印象的でした。議論の中には数多くの参考になる意見もあり、
今までにない充実感を得ることができたこの国際学会に参加させて頂
いたことは、私にとって大変貴重な経験になったと思います。最後に
なりましたが、本学会に参加するにあたりまして、本事業にご尽力い
ただきました先生方、関係者の皆様に、心よりお礼申し上げます。 

臨床薬効解析学分野　博士後期課程2年　伊藤 崇志 

参加国際学会：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔａｕｒｉｎｅ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ２００２： 
　　　　　　Ｔａｕｒｉｎｅ； Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ 
期　　　間：２００２年９月２０日～９月２３日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　私は、創立５０周年記念国際交流事業における大学院生海外派遣補助
金を受けまして、「日韓生薬学会合同セミナー２００２」に出席し、研究成
果を発表しましたので、以下に報告いたします。 
　日韓生薬学会合同セミナーは、２年前に千葉県にて第一回が開かれ、
今回で二回目を迎えるものであった。また、今回から日本生薬学会、
韓国生薬学会に加え、中国から伝統中国薬学会の参加があり、三カ国
のジョイントセミナーとなった。本年のセミナーは韓国生薬学会が担

当し、会場は韓国Ｄａｅｊｅｏｎ（大田）市内のＬｏｔｔｅ Ｈｏｔｅｌ、会期は３日間
で行われた。口頭発表はすべて招待講演となっており、一般発表はポ
スターのみであった。ポスター発表は４５演題もあり、このセッション
の時間中には自分の発表の質疑応答が精一杯で、質問に行くことがで
きずに残念であった。この後Ｂａｎｑｕｅｔが設けられ、その時に知り合っ
たプサン大学の学生が、現在、博士研究員として当研究室に在籍して
いる。今回のセミナーに参加して、海外の研究者との討論を通じ自ら
の研究への意気込みを新たにすることができた。また、英語による討
論には非常に苦労し、自分の英会話能力の低さを思い知らされた。世
界的な研究を目指す上で英語は避けて通れない分野であって、今後の
一層の努力が必要であると感じた。 
　海外派遣の補助金のもと、このような経験をさせて頂き非常に有り
難く、この経験を是非、今後の研究や後進の指導に生かしたいと思い
ます。また、次なる後輩がこのような補助金を受けて、海外での経験
を積むことを期待いたします。 

天然物化学分野　田村　 理 
（現在は大阪大学大学院薬学研究科薬用資源解析学分野助手） 

参加国際学会：日韓生薬学会合同セミナー２００２ 
期　　　間：２００２年８月６日～８月８日 
場　　　所：大田市、韓国 

　この度、薬学部創立５０周年記念国際化推進事業のひとつとして、２００３
年１月２２日～２５日にわたりハワイにて開催された２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 
Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｄｒｕｇ Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｅｌｉｖｅｒｙにて発表す
る機会を与えて頂きました。 
　本学会では、Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓ－薬物のａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ，

ｔｒａｎｓｐｏｒｔ，ｄｅｌｉｖｅｒｙに関する新しい領域を中心に、数多くのｉｎｖｉｔｅｄ 
ｌｅｃｔｕｒｅやｓｙｍｐｏｓｉｕｍが行われました。その中でも、Ｎｅｗ Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ 
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ   ｉｎ   Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓ  ；  Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ   Ｍｅｍｂｒａｎｅ   
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ；Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ａｄｖａｎｃｅｓ ｉｎ Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ ａｎｄ 
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ；Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ ｔｏ Ｔｉｓｓｕｅ Ｂａｒｒｉｅｒｓ； Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ 
Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ  ｔｏ  Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ  Ｄｅｌｉｖｅｒｙ ； Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ  ｔｏ  
ＡＤＭＥ Ｓｃｒｅｅｎｉｎｇは活発な議論が行われていました。 
　私自身においては、海外の諸先生方や学生の方との交流の中で、研
究面に止まらず、英語力等多方面においてよい勉強になりました。また、
Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓという分野で世界最先端の研究方法やア
イデアに接し、今後の自分の研究テーマを考える上で非常に参考にな
りました。このような貴重な体験をサポートして頂いたこと、深く感
謝申し上げます。 

薬剤学分野　博士後期課程2年　高　 建青 

参加国際学会：２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｄｒｕｇ 
　　　　　　Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｅｌｉｖｅｒｙ 
期　　　間：２００３年１月２２日～１月２４日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　本学会は第１０回 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｍｙｃｏｌｏｇｙならびに第１２
回 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｖｉｒｏｌｏｇｙとの共同開催で、参加人数は
のべ５，０００人を超える大規模な国際学会であり、微生物に関する各分野
の最先端で活躍する研究者が一堂に会するものでした。私が専攻する
環境微生物学は、分子生物学的な技術の発展とともに過去十数年の間
に加速度的な進歩を遂げてきた分野の一つです。そして、それは主に
技術的なブレイクスルーに始まり、遺伝子配列データを始めとした情
報の蓄積、およびその利用法の発展によるものであり、すでに食品や
医療など様々な分野への応用が可能なレベルにまで達しています。ま
さにこの十数年間は科学的な意味でのターニングポイントであったと
考えられ、本学会での幾つかの発表は新たなブレイクスルーを模索す
る姿勢が感じられるものでもありました。一方で、本学会のバイオテ
ロリズムに関するセッションの中で演者が述べた「ターニングポイント」
という言葉はこの分野の現在の姿をよく表しているのではないかと感

じられるものです。この大会が行われる一年前、アメリカ合衆国を突
如襲った同時多発テロと炭疽菌事件は私自身も強い衝撃を受けた恐ろ
しい事件です。そしてその衝撃が冷めやらぬ中で行われた国際学会で
したが、予想していたとおり、バイオテロリズム対策に関する話題は
特に重点が置かれ、多くの聴講者の関心を集めていたのは印象的でした。
ここでのターニングポイントという言葉は科学的発展に関する意味で
のそれとは異なり、微生物学の社会的意義に関する部分であり、微生
物学者として何を成すべきかを考えさせられるきっかけとなるもので
した。そして、実際に炭疽菌を対象とした検出技術に関する発表を行
っている研究者とも、自分の発表を通して直接議論し、互いの研究の
応用の可能性と問題点について認識し、知見を共有することが出来た
ことは、この学会での最大の成果であったと感じています。おそらく、
めまぐるしく変遷する世界情勢の中、国際学会でのトピックの中心は
一年違えば全く異なるものになるかもしれません。しかし、軸となる
大きな流れは変わりません。それ故に確実に進歩があるのだと思います。
あるいはこの点が国内での学会と大きく異なる点であるかもしれません。
世界の中での大きな流れをつかみ、研究に対する高い目的意識を得る
ためにも、国際学会への参加は有意義であったと感じます。最後にな
りましたが、本国際交流事業「大学院生海外派遣」に尽力いただきま
した先生、関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。また本事業により、
今後さらに多くの後輩が国際学会はじめ、海外経験を積むことが出来
ることを願っております。 

遺伝情報解析学分野　博士後期課程3年　小林　 剛 

参加国際学会：ＩＵＭＳ Ｘｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ 
　　　　　　Ｂａｃｔｅｒｉｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ａｐｐｌｉｅｄ Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ 
期　　　間：２００２年７月２７日～８月１日 
場　　　所：パリ、フランス 

　私は２００２年４月にアメリカ・ニューオリンズで開催されました、
Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙに参加させていただきました。この学会は、
私の専門分野であるＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙ以外にも、Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｂｉｏｌｏｇｙや
Ａｎａｔｏｍｙ等の様々な分野の専門化が一同に会する盛大なものでした。
そのため、自分の研究テーマを様々な角度から見つめなおす貴重な体

験ができたと思います。また、近年再生医療やｓｔｅｍ ｃｅｌｌ ｂｉｏｌｏｇｙが新
しい医療として注目を集めていますが、本学会においても、様々な分
野で興味深い発表がなされ注目度の高さを再認識しました。 
　ポスター形式での発表で、特に同年代の若い人たちと片言ながらも
深いＤｉｓｃｕｓｓｉｏｎを行うことが出来たのはいい経験だったと思います。
数人の人たちから ｢ｇｏｏｄ ｊｏｂ！｣ と言われたのはちょっとした自信にも
なりましたし嬉しかったです。 
　アメリカへの学会は今回で２回目ですが、空港、その他の場所の警
備は格段に厳しく、前年９月に起こった同時多発テロの影響を強く感
じました。しかしこういった国際情勢の変化を肌で感じたことも今回
の渡米における貴重な体験のひとつだったと思います。 
　こうした貴重な体験が出来ましたのも、薬学部創立５０周年記念事業
による助成金のおかげであり心から感謝いたします。 

細胞生理学分野　坂根　直樹 

（現在は日本たばこ産業株式会社医薬探索研究所に勤務） 

参加国際学会：Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙ ２００２ （ＦＡＳＥＢ） 
期　　　間：２００２年４月２０日～４月２４日 
場　　　所：ニューオリンズ、米国 

　２００２年の春、私は２度目の国際学会に参加する機会に恵まれた。開催
地はアメリカ南部の都市Ｎｅｗ Ｏｒｌｅａｎｓ。Ｊａｚｚとバーボンで有名な町で
ある。今回開かれた学会は 免疫学、解剖学、生理学などの他分野が合
同で行ったもので規模は非常に大きなものであった。普段接することの
ない他分野の最先端を垣間みることができた。異文化の地で更に異分野

の研究者に接したことにより、盲目的になりがちな自分の研究の学問的、
社会的位置を再確認するとともに新たな想像力も生み出すことが出来た。
研究者は象牙の塔になりがちと言われるが、やはり成果は社会へ還元す
ることが研究者の使命であり、そのためにも常に広い視野で客観的に物
事の正否を見極めていかなければならない。国際学会への参加はそのよ
うなことを考える機会も与えてくれた。もう一つ２回の国際学会で共通
して感じたことは知り合いを作ることの大切さである。普段名前の読み
方さえ分からない外国人と接することにより、その人の仕事にも親しみ
が湧く。またその人達に再会することに喜びを感じると共にライバル心
を感じる。それらが普段の研究へのエネルギーに還元される。以上の様
に学問的な収穫だけでなく様々なことを考える機会にも恵まれました。 
　今後もたくさんの学生が国際学会に参加できることを期待しています。
最後にこのような機会に恵まれたことを心より感謝致します。 

細胞生理学分野　深田 宗一朗 
（現在は国立精神・神経センター神経研究所　遺伝子疾患治療研究部に勤務） 

参加国際学会：Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙ ２００２ （ＦＡＳＥＢ） 
期　　　間：２００２年４月２０日～４月２４日 
場　　　所：ニューオリンズ、米国 

9

　時期外れの台風５号にもかかわらず、５月３１日に１２期同窓生２８名が東西から
浜名湖に集合した。約４０年ぶりに合わした顔もあり、はじめはお互いに相手の
名前が出てこず、歯がゆい思いであったが、アルコールが入り、近況報告する
ころになると、突然昔の記憶がよみがえり、４０年前の気分で夜遅くまで話に花
が咲いた。いつもながら、わが同級生の女性たちには頭が下がる。というのは、
１０年前から始めた仕事に充実した毎日を過ごしているとか、新しい仕事のため
に充電と勉強をはじめたとか、ボランティアに忙しくしているなど、少なくと
も前向きの近況が多かったのに対し、男性軍は２人の社長を含めて、景気の良
い話しは余り出ず、サンデー毎日を満喫し始めたなど、少々元気がないように
感じた。翌日は朝食後、時間のあったみんなでオルゴール博物館や新居の関を
訪ね、うなぎの味を楽しんだあと、今回の世話をしてくれた松本佐市、鈴木幸
子両氏に感謝して２年後の再会を約して東西に。（１２期　西原　力） 
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国際学会に参加して 
大阪大学大学院薬学研究科創立５０周年記念国際交流事業 「大学院生海外派遣」 

　この度、薬学部創立５０周年記念国際化推進事業の一環として、２００２
年７月２１日～２５日にわたりソウルにて開催された２９ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ 
ｏｆ ｔｈｅ ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ ｒｅｌｅａｓｅ ｓｏｃｉｅｔｙにて発表する機会を与えて頂きまし
た。本学会は、総演題数８００、参加者１３００名のドラッグデリバリーシス
テムに関する世界最大規模の学会であり、９６年の京都に引き続きアジ
アで２回目の開催ということで、アジア勢、特に地元韓国からの積極
的な参加が目立ちました。 

　発表内容は、薬物の除放化、製剤化技術など従来のＤＤＳ技術に加えて、
遺伝子治療、薬物の組織標的化、プロテオーム解析、遺伝子発現の網
羅的解析など数多くの最先端技術の発表が行われ、魅力に富んだ内容
でした。特に“細胞内遺伝子デリバリー制御”に関する発表は多く、
今後のＤＤＳ研究の大きな柱となるものと感じました。私自身の発表に
おいては、自らの英語のつたなさを痛感しながらも、多くの方に興味
を持って頂き、ご助言を頂けたことは、自らの今後の研究指針を考え
る上で非常に参考になりました。また、海外の諸先生方や学生の皆さ
んとの交流の中で、その国の研究事情、文化を肌に感じ、研究面のみ
ならず、多方面で大いに刺激を受けました。今回の発表を通じ、多く
の人に研究内容を伝える難しさ等を感じながらも、世界最先端の研究、
論文誌上でお名前だけを存じ上げていた研究者と接することができ、
新たな目標や夢を描けました。 
　最後になりましたが、このような貴重な体験をサポートして頂けま
したこと、心より御礼を申し上げ、海外渡航報告にかえさせて頂きます。 

薬剤学分野　博士後期課程3年　吉岡 靖雄 

参加国際学会：２９ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ 
　　　　　　ｔｈｅ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ Ｒｅｌｅａｓｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ 
期　　　間：２００２年７月２１日～７月２５日 
場　　　所：ソウル、韓国 

　２００２年９月２０日から２３日にハワイ・カウアイ島で開催された国際タ
ウリンシンポジウム“Ｔａｕｒｉｎｅ；Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ”
に参加させていただきました。ハワイ・カウアイ島はオアフ島の西約
１１０㎞にあり、グランドキャニオンを彷彿させる渓谷、断崖絶壁が続く
海岸線、見渡すかぎりのタロイモ畑、グアバのプランテーションとい
った壮大で神秘的な景観が広がる自然が豊かな島で、ハリウッド映画
の撮影地としても有名なところです。 

　今回の学会はタウリンの新たな機能の探索と臨床的意義の追求を目
的として行われました。タウリンは生体内に非常に多く存在し、特に
心臓、脳、網膜などの臓器に高濃度に存在します。その生理作用は生
命活動に重要な役割を担っており、本学会でもタウリンの有用性や作
用メカニズム等に関する様々な研究結果が発表されました。私は、心
臓におけるタウリントランスポーターに関する発表を行いました。同
分野で活躍している外国の研究者と交流し議論することにより、新た
な視点からの助言を受けることができ、研究を進めていくにあたり大
きな刺激となりました。また、文献の上でのみ見慣れた研究者を目の
前にし、その講演や発表を直に見聞できたことは本当に感慨深いもの
がありました。今後は、本学会での貴重な経験を生かし、さらに語学力、
プレゼンテーション能力を高めようと決意しております。 
　最後になりましたが、本学会に参加するにあたり、渡航費用をご支
援してくださいました大阪大学薬学部創立５０周年記念事業、国際化推
進委員会に心よりお礼申し上げます。 

臨床薬効解析学分野　博士後期課程3年　高谷 朋夏 

参加国際学会：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔａｕｒｉｎｅ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ２００２： 
　　　　　　Ｔａｕｒｉｎｅ； Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ 
期　　　間：２００２年９月２０日～９月２３日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　昨年９月、ハワイで開催された国際タウリンシンポジウムで口頭発
表する機会を頂きました。学会が開催されたのは、ハワイ諸島の中で
も最も知られていなさそうなカウアイ島で、観光客も少なくほのぼの
とした所でした。会場となったホテルは、綺麗な青い海に面しており、
他の宿泊客はハネムーンであったり、家族旅行であったり、まさにリ

ゾートホテル、といった開放感に満ち溢れたところでした。学会発表
は対照的で、当然発表も質問も英語であったため、それまで参加して
きた国内での学会とは比べものにならないほど緊張しました。また、
国内では発表内容に関する質問を受けることがあまりありませんでし
たが、今回の学会では、多くの方々から様々な質問とアドバイスを頂き、
興味深く聞いてもらっているという印象を強く受けました。更に「タ
ウリン」という非常に狭い枠組みでの学会であっただけに、学会に参
加されていた方々は皆、全ての演題に対して親近感を抱いていたのも
非常に印象的でした。議論の中には数多くの参考になる意見もあり、
今までにない充実感を得ることができたこの国際学会に参加させて頂
いたことは、私にとって大変貴重な経験になったと思います。最後に
なりましたが、本学会に参加するにあたりまして、本事業にご尽力い
ただきました先生方、関係者の皆様に、心よりお礼申し上げます。 

臨床薬効解析学分野　博士後期課程2年　伊藤 崇志 

参加国際学会：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔａｕｒｉｎｅ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ２００２： 
　　　　　　Ｔａｕｒｉｎｅ； Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ 
期　　　間：２００２年９月２０日～９月２３日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　私は、創立５０周年記念国際交流事業における大学院生海外派遣補助
金を受けまして、「日韓生薬学会合同セミナー２００２」に出席し、研究成
果を発表しましたので、以下に報告いたします。 
　日韓生薬学会合同セミナーは、２年前に千葉県にて第一回が開かれ、
今回で二回目を迎えるものであった。また、今回から日本生薬学会、
韓国生薬学会に加え、中国から伝統中国薬学会の参加があり、三カ国
のジョイントセミナーとなった。本年のセミナーは韓国生薬学会が担

当し、会場は韓国Ｄａｅｊｅｏｎ（大田）市内のＬｏｔｔｅ Ｈｏｔｅｌ、会期は３日間
で行われた。口頭発表はすべて招待講演となっており、一般発表はポ
スターのみであった。ポスター発表は４５演題もあり、このセッション
の時間中には自分の発表の質疑応答が精一杯で、質問に行くことがで
きずに残念であった。この後Ｂａｎｑｕｅｔが設けられ、その時に知り合っ
たプサン大学の学生が、現在、博士研究員として当研究室に在籍して
いる。今回のセミナーに参加して、海外の研究者との討論を通じ自ら
の研究への意気込みを新たにすることができた。また、英語による討
論には非常に苦労し、自分の英会話能力の低さを思い知らされた。世
界的な研究を目指す上で英語は避けて通れない分野であって、今後の
一層の努力が必要であると感じた。 
　海外派遣の補助金のもと、このような経験をさせて頂き非常に有り
難く、この経験を是非、今後の研究や後進の指導に生かしたいと思い
ます。また、次なる後輩がこのような補助金を受けて、海外での経験
を積むことを期待いたします。 

天然物化学分野　田村　 理 
（現在は大阪大学大学院薬学研究科薬用資源解析学分野助手） 

参加国際学会：日韓生薬学会合同セミナー２００２ 
期　　　間：２００２年８月６日～８月８日 
場　　　所：大田市、韓国 

　この度、薬学部創立５０周年記念国際化推進事業のひとつとして、２００３
年１月２２日～２５日にわたりハワイにて開催された２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 
Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｄｒｕｇ Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｅｌｉｖｅｒｙにて発表す
る機会を与えて頂きました。 
　本学会では、Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓ－薬物のａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ，

ｔｒａｎｓｐｏｒｔ，ｄｅｌｉｖｅｒｙに関する新しい領域を中心に、数多くのｉｎｖｉｔｅｄ 
ｌｅｃｔｕｒｅやｓｙｍｐｏｓｉｕｍが行われました。その中でも、Ｎｅｗ Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ 
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ   ｉｎ   Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓ  ；  Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ   Ｍｅｍｂｒａｎｅ   
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ；Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ａｄｖａｎｃｅｓ ｉｎ Ｍｅｔａｂｏｌｉｓｍ ａｎｄ 
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ；Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ ｔｏ Ｔｉｓｓｕｅ Ｂａｒｒｉｅｒｓ； Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ 
Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ  ｔｏ  Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ  Ｄｅｌｉｖｅｒｙ ； Ａｐｐｒｏａｃｈｅｓ  ｔｏ  
ＡＤＭＥ Ｓｃｒｅｅｎｉｎｇは活発な議論が行われていました。 
　私自身においては、海外の諸先生方や学生の方との交流の中で、研
究面に止まらず、英語力等多方面においてよい勉強になりました。また、
Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｂｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃｓという分野で世界最先端の研究方法やア
イデアに接し、今後の自分の研究テーマを考える上で非常に参考にな
りました。このような貴重な体験をサポートして頂いたこと、深く感
謝申し上げます。 

薬剤学分野　博士後期課程2年　高　 建青 

参加国際学会：２ｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｎ Ｄｒｕｇ 
　　　　　　Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ａｎｄ Ｄｅｌｉｖｅｒｙ 
期　　　間：２００３年１月２２日～１月２４日 
場　　　所：ハワイ、米国 

　本学会は第１０回 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｍｙｃｏｌｏｇｙならびに第１２
回 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｖｉｒｏｌｏｇｙとの共同開催で、参加人数は
のべ５，０００人を超える大規模な国際学会であり、微生物に関する各分野
の最先端で活躍する研究者が一堂に会するものでした。私が専攻する
環境微生物学は、分子生物学的な技術の発展とともに過去十数年の間
に加速度的な進歩を遂げてきた分野の一つです。そして、それは主に
技術的なブレイクスルーに始まり、遺伝子配列データを始めとした情
報の蓄積、およびその利用法の発展によるものであり、すでに食品や
医療など様々な分野への応用が可能なレベルにまで達しています。ま
さにこの十数年間は科学的な意味でのターニングポイントであったと
考えられ、本学会での幾つかの発表は新たなブレイクスルーを模索す
る姿勢が感じられるものでもありました。一方で、本学会のバイオテ
ロリズムに関するセッションの中で演者が述べた「ターニングポイント」
という言葉はこの分野の現在の姿をよく表しているのではないかと感

じられるものです。この大会が行われる一年前、アメリカ合衆国を突
如襲った同時多発テロと炭疽菌事件は私自身も強い衝撃を受けた恐ろ
しい事件です。そしてその衝撃が冷めやらぬ中で行われた国際学会で
したが、予想していたとおり、バイオテロリズム対策に関する話題は
特に重点が置かれ、多くの聴講者の関心を集めていたのは印象的でした。
ここでのターニングポイントという言葉は科学的発展に関する意味で
のそれとは異なり、微生物学の社会的意義に関する部分であり、微生
物学者として何を成すべきかを考えさせられるきっかけとなるもので
した。そして、実際に炭疽菌を対象とした検出技術に関する発表を行
っている研究者とも、自分の発表を通して直接議論し、互いの研究の
応用の可能性と問題点について認識し、知見を共有することが出来た
ことは、この学会での最大の成果であったと感じています。おそらく、
めまぐるしく変遷する世界情勢の中、国際学会でのトピックの中心は
一年違えば全く異なるものになるかもしれません。しかし、軸となる
大きな流れは変わりません。それ故に確実に進歩があるのだと思います。
あるいはこの点が国内での学会と大きく異なる点であるかもしれません。
世界の中での大きな流れをつかみ、研究に対する高い目的意識を得る
ためにも、国際学会への参加は有意義であったと感じます。最後にな
りましたが、本国際交流事業「大学院生海外派遣」に尽力いただきま
した先生、関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。また本事業により、
今後さらに多くの後輩が国際学会はじめ、海外経験を積むことが出来
ることを願っております。 

遺伝情報解析学分野　博士後期課程3年　小林　 剛 

参加国際学会：ＩＵＭＳ Ｘｔｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ 
　　　　　　Ｂａｃｔｅｒｉｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ａｐｐｌｉｅｄ Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ 
期　　　間：２００２年７月２７日～８月１日 
場　　　所：パリ、フランス 

　私は２００２年４月にアメリカ・ニューオリンズで開催されました、
Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙに参加させていただきました。この学会は、
私の専門分野であるＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙ以外にも、Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｂｉｏｌｏｇｙや
Ａｎａｔｏｍｙ等の様々な分野の専門化が一同に会する盛大なものでした。
そのため、自分の研究テーマを様々な角度から見つめなおす貴重な体

験ができたと思います。また、近年再生医療やｓｔｅｍ ｃｅｌｌ ｂｉｏｌｏｇｙが新
しい医療として注目を集めていますが、本学会においても、様々な分
野で興味深い発表がなされ注目度の高さを再認識しました。 
　ポスター形式での発表で、特に同年代の若い人たちと片言ながらも
深いＤｉｓｃｕｓｓｉｏｎを行うことが出来たのはいい経験だったと思います。
数人の人たちから ｢ｇｏｏｄ ｊｏｂ！｣ と言われたのはちょっとした自信にも
なりましたし嬉しかったです。 
　アメリカへの学会は今回で２回目ですが、空港、その他の場所の警
備は格段に厳しく、前年９月に起こった同時多発テロの影響を強く感
じました。しかしこういった国際情勢の変化を肌で感じたことも今回
の渡米における貴重な体験のひとつだったと思います。 
　こうした貴重な体験が出来ましたのも、薬学部創立５０周年記念事業
による助成金のおかげであり心から感謝いたします。 

細胞生理学分野　坂根　直樹 

（現在は日本たばこ産業株式会社医薬探索研究所に勤務） 

参加国際学会：Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙ ２００２ （ＦＡＳＥＢ） 
期　　　間：２００２年４月２０日～４月２４日 
場　　　所：ニューオリンズ、米国 

　２００２年の春、私は２度目の国際学会に参加する機会に恵まれた。開催
地はアメリカ南部の都市Ｎｅｗ Ｏｒｌｅａｎｓ。Ｊａｚｚとバーボンで有名な町で
ある。今回開かれた学会は 免疫学、解剖学、生理学などの他分野が合
同で行ったもので規模は非常に大きなものであった。普段接することの
ない他分野の最先端を垣間みることができた。異文化の地で更に異分野

の研究者に接したことにより、盲目的になりがちな自分の研究の学問的、
社会的位置を再確認するとともに新たな想像力も生み出すことが出来た。
研究者は象牙の塔になりがちと言われるが、やはり成果は社会へ還元す
ることが研究者の使命であり、そのためにも常に広い視野で客観的に物
事の正否を見極めていかなければならない。国際学会への参加はそのよ
うなことを考える機会も与えてくれた。もう一つ２回の国際学会で共通
して感じたことは知り合いを作ることの大切さである。普段名前の読み
方さえ分からない外国人と接することにより、その人の仕事にも親しみ
が湧く。またその人達に再会することに喜びを感じると共にライバル心
を感じる。それらが普段の研究へのエネルギーに還元される。以上の様
に学問的な収穫だけでなく様々なことを考える機会にも恵まれました。 
　今後もたくさんの学生が国際学会に参加できることを期待しています。
最後にこのような機会に恵まれたことを心より感謝致します。 

細胞生理学分野　深田 宗一朗 
（現在は国立精神・神経センター神経研究所　遺伝子疾患治療研究部に勤務） 

参加国際学会：Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ Ｂｉｏｌｏｇｙ ２００２ （ＦＡＳＥＢ） 
期　　　間：２００２年４月２０日～４月２４日 
場　　　所：ニューオリンズ、米国 
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　時期外れの台風５号にもかかわらず、５月３１日に１２期同窓生２８名が東西から
浜名湖に集合した。約４０年ぶりに合わした顔もあり、はじめはお互いに相手の
名前が出てこず、歯がゆい思いであったが、アルコールが入り、近況報告する
ころになると、突然昔の記憶がよみがえり、４０年前の気分で夜遅くまで話に花
が咲いた。いつもながら、わが同級生の女性たちには頭が下がる。というのは、
１０年前から始めた仕事に充実した毎日を過ごしているとか、新しい仕事のため
に充電と勉強をはじめたとか、ボランティアに忙しくしているなど、少なくと
も前向きの近況が多かったのに対し、男性軍は２人の社長を含めて、景気の良
い話しは余り出ず、サンデー毎日を満喫し始めたなど、少々元気がないように
感じた。翌日は朝食後、時間のあったみんなでオルゴール博物館や新居の関を
訪ね、うなぎの味を楽しんだあと、今回の世話をしてくれた松本佐市、鈴木幸
子両氏に感謝して２年後の再会を約して東西に。（１２期　西原　力） 
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　近年、薬物の概念が急速に変化し、遺伝子や抗原蛋白質そのも
のを薬物として捉えた遺伝子治療や新規ワクチン、抗体療法等の
次世代治療法が台頭してきており、今まさに新たな視点に立った
２１世紀型創薬研究が期待されている。さて、生命体は複雑多岐に
わたる情報回路網の総体としてホメオスタシスを維持しつつ存在
している。この中で特徴的な事は、蛋白質、遺伝子等の体内高分
子物質は、その高次構造の中に多くの情報を自ら内蔵し、情報の
受信・発信の担い手として重要な機能を営んでいる事にある。薬
物療法とは、彼等が担っている情報の質あるいは量を一部補充・
変化させる事に他ならない。２０世紀型創薬研究では、膜透過性が
良好な低分子物質が薬物として開発されてきた。しかし今後は、
豊富な機能を有する生体内高分子物質を薬物として開発し疾病治
療に適用するケースが激増するであろう。ところが高分子物質は
膜透過性が悪く、吸収や組織移行性に乏しいばかりか、血中で速
やかに分解されてしまう。とりわけ遺伝子や抗原蛋白等は細胞内
に導入されない限り作用の発現は皆無である。従って２１世紀型創
薬研究に必須の最重点基本戦略の第一は、当該高分子を安定に効
率よく標的組織の細胞表面レセプターに送達させる事、第二は、
それら高分子物質を効率よく細胞膜を移行させ細胞質内に導入す
る事にある。我々は第一の問題に対して、水溶性高分子を用いた
ＴＮＦ－αのバイオコンジュゲート化ＤＤＳの分子設計理論を構築した。

さらに、これまでＴＮＦ－αの活性発現や構造維持に必須と考えら
れていたリジン残基を、活性を完全に保持したまま他のアミノ酸
に一挙置換したリジン欠損変異体や体内安定性、レセプター親和
性に優れた人工変異体の創製に初めて成功した。第二の問題に関
しては、センダイウイルスの細胞膜融合能をリポソームに付与し
た膜融合リポソームを駆使して、ｉｎ ｖｉｖｏ遺伝子導入ベクターとし
て、カチオニックリポソームの１６００倍以上も高い遺伝子発現を可
能とした。さらに抗原提示細胞質内への効率的抗原送達を実現し、
フロイントの完全アジュバントを上回る細胞性免疫誘導を達成し
た。ついで、薬物徐放性担体としてのナノ粒子を、エンドサイト
ーシスを介することなく短時間で効率よく１０万個の細胞質内に一
挙に直接導入する技術の開発に成功した。本技術はマイクロマニ
ピュレーターを用いることなく固形粒子を細胞質内に直接導入し
た初めての例である。今後ナノサイエンスの発展により開発され
てくるであろう機能性ナノ粒子の細胞内での作用（ナノ治療シス
テム）やオルガネラレベルの細胞内動態制御研究への道が拓かれ
る事に期待を寄せている。 
　以上の成果は、我が愛する薬剤学分野の学生諸君の努力の賜で
あり、心から御礼申し上げます。また、この場をお借りして恩師
　濱　堯夫先生（元　神戸学院大学薬学部長、学長）に深謝致し
ます。 

平成14年度日本薬剤学会賞を受賞して 

「細胞質内デリバリーによる新規薬物治療戦略」 

大阪大学大学院薬学研究科　真弓　忠範 

受賞の喜び 受賞の喜び 

次世代型酵素触媒反応を志向する不斉合成反応の開発研究 

（平成15年度日本薬学会学術振興賞受賞） 

大阪大学大学院薬学研究科　助手　赤井　周司 
　最近、有機化学の分野ではｇｒｅｅｎ ｃｈｅｍｉｓｔｒｙという言葉がよく
話題になります。「環境に負荷をかけない化学」という意味で、
有機化学でも環境に優しい合成法の開発が最重要課題の一つにな
っています。私はこの目標に向かって数年前より酵素を使った新
合成法の開発研究を行い、本来は脂肪を分解する酵素のリパーゼ
を使って、逆に分子を組み立てる反応の開発に成功し、平成１５年
度日本薬学会学術振興賞を頂くことができました。ここに受賞対
象となった研究の概要を述べさせて頂きます。 
　酵素触媒を用いると、室温で、簡単な操作で高選択的に反応が
進行します。これは、最先端の化学触媒でも未だ困難なことであ
り、更に最近では環境問題から酵素の利用に益々関心が高まって
います。しかし、いわゆる基質特異性から、酵素の用途は限られ
ると思われてきました。例えば、リパーゼがエステル結合を加水
分解する際にＤ体とＬ体を厳密に区別する特性を利用し、光学分
割などに繁用されていますが、分子の構築に利用するという発想
は全くありませんでした。 
　我々の研究を成功に導いた鍵は、エトキシビニルエステル（ＥＶＥ）
という独自に開発したアシル化剤を酵素反応に用いたことです。
ＥＶＥは反応活性が高く、また、目的に応じたアシル基構造を持
つＥＶＥをカルボン酸からほぼ定量的に調製できる特長がありま
す。これによって、従来困難であったジオール類の非対称化など

種々の新しい酵素触媒反応を開発し、生物活性化合物の不斉合成
に応用してきました。冒頭の反応もＥＶＥの特長が活かされてい
ます。すなわち、反応活性な官能基を予めアシル基に組み込んだ
ＥＶＥを調製し、これをリパーゼと共に用いてアルコールの光学
分割を行うと、反応で導入されたアシル基がドミノ倒しのように
続けて分子内炭素－炭素結合反応を起こします。その結果、５つ
の不斉炭素を有する環状化合物が光学的にほぼ純粋な形で一挙に
得られます。この際、リパーゼが炭素－炭素結合形成にも関与し
うる可能性を見出し、また、ごく最近、動的光学分割を伴うドミ
ノ型反応にも成功しました。 
　次の目標は、本ドミノ型合成法の概念を広く一般化、実用化す
ることです。まだ課題は山積みですが、簡単な原料から化学収率、
光学純度ともに１００％の生成物を一挙に得る、高効率的な次世代
型の酵素触媒合成法の完成を目指しています。 
　私は、昭和５３年に大阪大学薬学部製薬化学科に入学し、卒業研
究で故田村恭光教授の薬品合成化学教室に配属になりました。以
後、今日に至るまで同研究室（現分子合成化学分野）でお世話に
なってきました。本研究に終始、叱咤激励いただきました北　泰
行教授、ならびに試行錯誤の苦しい時期を粘り強く乗り越えてく
れた、また現在頑張っている学生、研究生に心から感謝申し上げ
ます。 

日本薬学会奨励賞、日本遺伝子治療学会学会賞、 

万有薬剤学奨励賞受賞にあたって 

国立医薬品食品衛生研究所　遺伝子細胞医薬部　主任研究官　水口　裕之 
　平成１４年度は、第７回日本遺伝子治療学会学会賞（７月）、第
２回万有薬剤学奨励賞（９月）、そして平成１５年度日本薬学会奨
励賞（３月）を受賞させていただくことができました。栄誉ある
賞を受けることができた喜びとともに、今後自身の研究をより発
展させるよう身を引き締めている所存であります。ここにこれら
の受賞の対象となった一連の研究内容について、簡単に紹介させ
ていただきます。 
　私は平成８年３月に薬剤学講座博士後期課程（３９期）を修了し、
平成８年４月より日本学術振興会特別研究員として大阪大学微生
物病研究所で、平成９年４月より日本学術振興会海外特別研究員
として米国ワシントン大学（Ｄｒ．Ｍａｒｋ Ａ．Ｋａｙ；現スタンフォ
ード大学）で研究し、平成１０年７月より国立医薬品食品衛生研究
所に勤務しております。この間、博士後期過程より一貫して遺伝
子治療および遺伝子機能解析のための新規遺伝子導入・発現技術
の開発に関する基盤研究を行っております。受賞対象となったア
デノウイルス（Ａｄ）ベクターの研究は米国留学時に開始いたし
ました。留学当初私に与えられた仕事は、当時ヨーロッパで開発
された大腸菌の相同組換えを利用したＡｄベクター作製法を導入
して欲しいというものでありました。Ｋａｙ研究室では、それまで
の定法であった非効率的で煩雑な動物細胞での相同組換えを利用
した方法でＡｄベクターを作製していました。ところが、不幸な
ことに（今となっては幸運なことであるが）全くうまくいかない
ままに１－２ヶ月が経過しました（後になって分かったことであ
るが、大腸菌が悪かった）。それならば、特別な技術を一切必要
とせず、より簡便なＡｄベクター作製法を開発しようと思い、考
えついた方法がｉｎ ｖｉｔｒｏライゲーションに基づいたプラスミド組
換えを利用した方法であります。本ベクター作製法はそれまで汎

用されていなかった特別な制限酵素を利用することで可能になっ
た技術であり、現在ではクロンテック社よりキット化され、世界
の多くの研究者に利用されています。 
　国立医薬品食品衛生研究所に着任後は、Ａｄベクターの改良研
究を行い、１）従来のＡｄベクターで感染できない細胞へも効率
良く遺伝子導入できるファイバー改変Ａｄベクター、２）ターゲ
ティング能を有したＡｄベクター、３）従来の５型Ａｄベクターと
は異なった血清型の３５型Ａｄをベクター化することで、Ａｄに対す
る既存抗体の影響の回避や感染域の変更が可能な新しいタイプの
Ａｄベクター、４）遺伝子発現の制御・抑制が可能なＡｄベクター
などを開発し、これらのベクターの遺伝子治療応用研究における
有用性を実証しました。Ａｄベクターは既存のベクターでは最も
遺伝子導入効率に優れ、高タイターのベクターが得られること（他
のウイルスベクターに比べ１０００倍以上の収量が得られる）、そし
て我々の研究によって画期的遺伝子導入系及び遺伝子発現制御系
としての様々な機能を付加されたものとなっていることから、遺
伝子治療用ベクターというだけにとどまらず、新規遺伝子の機能
解析に必須の基盤技術ともなっています。我々の開発した技術が、
ポストゲノム研究並びにゲノム科学・医療の発展に大きく貢献で
きることを期待していております。 
　最後に今回の受賞は、国立医薬品食品衛生研究所副所長の早川
堯夫先生（院１３期）による研究指導と、多くの共同研究者のご協
力の賜であり、ここに心から感謝申し上げます。また、大阪大学
在学中に恩師真弓忠範先生より受けた研究者としての徹底した基
礎トレーニングが、私の研究生活・精神の源流になっていること
を申し添えさせていただきます。 

受賞の喜び 

「ファーマ・バイオフォーラム2002」最優秀論文発表賞受賞 

大阪大学大学院薬学研究科薬剤学分野　博士後期課程3年　吉岡　靖雄 
　この度、２００２年１１月９、１０日の両日、共立薬科大学にて開催さ
れた「ファーマ・バイオフォーラム２００２」、２００３年４月４日～６
日にわたり京都国際会議場にて開催された日本薬剤学会第１８年会
において最優秀論文発表賞を賜り、薬友会だよりに執筆する機会
を頂いた。現在私は、「目的とする生理活性を完全に保持した機
能性変異蛋白質の迅速構築とそのＤＤＳへの応用」に関する研究
を推進しており、本研究成果を上記両学会にて口頭発表した。本
発表では、ファージ表面提示法を駆使することで膨大な多様性を
有する機能性蛋白質変異体の中から、医薬価値に優れた機能性蛋
白質変異体を網羅的かつハイスループットに選択し得る方法の確
立、更にそれら変異体の部位特異的高分子バイオコンジュゲーシ
ョンにより目的治療作用の増大と副作用の軽減が可能となること
を報告した。この研究成果は、サイトカインをはじめとする多く

の蛋白質の臨床応用への道を大きく広げるものである。また、そ
れら変異体の構造解析による構造活性相関の追求など、医療分野
のみならずポストゲノム新次代におけるプロテオーム研究等の基
礎研究に多大に貢献するものと期待している。 
　現在、ヒトゲノム解析と共に、薬剤学領域においても、これま
での低分子化合物のみならず、蛋白質・糖など生体内高分子をも
医薬品化する時代にあり、まさに創薬のパラダイムシフトが起こ
りつつある。このような時代のなかで、今後もプロテオーム解析・
創薬に微力ながら貢献出来るよう鋭意精進したいと意を新たにし
ている。 
　最後になりましたが、本研究を推進するにあたりお世話になり
ました先生方並びに薬友会だよりに執筆する機会を与えてくださ
いました諸先生方に深く感謝申し上げます。 



日本薬学会 
第124年会の開催に 

あたって 

薬用資源解析学分野　教授　村上　啓寿 

１０ １１ 

薬用資源解析学 
寄附講座新設 

　平成１４年１０月１日に、５年間の任期で大阪大学薬学研究科に
三栄源エフ・エフ・アイ株式会社の寄附による「薬用資源解析
学寄附講座」が発足しました。本講座は、産学連携による研究
開発を行なう医薬シーズ産業化研究センターの一角を担い、新
規医薬品及び食品添加物・素材のシーズとなる植物資源の開拓、
有効利用、更にはそれに続く産業化を志向しております。 
　本講座の教授には、大阪大学薬学研究科天然物化学分野の村
上啓寿助教授が就任し、助手として京都大学農学研究科より辻
耕治博士が着任しております。さらに、平成１５年４月１日付け
で大阪大学薬学研究科博士後期課程を修了した田村理君が助手
として採用されました。 
平成１５年４月の教室の学生メンバーは、博士課程の学生が１名
（インドネシアからの留学生）、修士課程の学生が２名、４年生
が３名、研究生が２名、博士研究員２名となっており、教職員

を含めると全員で１３名のメンバーとなっております。また、本
講座には三栄源エフ・エフ・アイ株式会社の有用植物研究所も
協力頂いております。 
　本寄附講座の研究テーマについて簡単にご紹介致します。 
　村上教授ならびに田村助手は、薬用植物資源由来の医薬のシ
ーズ（種）となる化合物の探索、さらに探索したシーズ化合物を
足がかりとして、より簡略化された構造のリード化合物の合成
を進めておられます。特に、研究対象とする疾病には、マラリ
アやエイズなどの感染症を挙げ、現在のところ、種々の活性天
然物が発見されている段階です。また、新規作用機序を有する
抗がん剤に繋がる可能性のある天然物の探索も行なわれていま
す。さらに、昨年から、中央アフリカのコンゴ民主共和国キン
シャサ大学の研究者との共同研究で現地の薬用植物からの活性
天然物の探索も行っています。また、この４月からは、三栄源
エフ・エフ・アイ株式会社の協力のもとに、南米ブラジル、ペ
ルーの薬用植物由来の活性天然物の探索も開始しています。 
　辻助手は有用植物の栽培・育種関係が専門であり、現在は、
赤ダイコンの品種改良や遺伝子解析に関する研究を進めておら
れます。すでに、薬用植物園内には栽培圃場およびビニールハ
ウスが建築されており、今後、種々の条件下での栽培や交配研
究を行い、実りある成果を得られることを期待しています。 

　日本薬学会第１２４年会を２００４年３月２８日～３１日の４日間、大阪
市南港地区（ＡＴＣホール、ハイアット・リージェンシー・オオ
サカ、コスモスクエア、国際交流センター、ＷＴＣコスモタワー）
と千里ライフサイエンスビルで開催する事になりました。大阪で
の開催は平成５年（第１１３年会）以来、実に１１年ぶりの事であり
ます。前回は近藤雅臣名誉教授を組織委員長として立派に開催さ
れました。今回の１２４年会も更に充実した学会にしたいものと、
教授会を挙げて準備をしているところです。本来、日本薬学会の
主題は、生物系薬学・物理系薬学・化学系薬学・社会系薬学の４
本柱で支えられる「医薬品創製と適正使用」であり、全国の産・官・

学の約１万人もの薬学研究者・薬剤師が一堂に会し、一年間の学
術的成果等について情報交換を行うことが目的です。さらに本年
会では、人類の健康と福祉に貢献しつつ輝かしい未来を創造する
ことを目指して、海外からの著名な学者１１名（予定）、国内招待
講演者１５名（予定）による特別講演、部会横断的な各種シンポジ
ウム、セミナーなど約４０件を企画し一般講演とあわせて行います。
また、２８日には市民に対する公開講演会を開催（千里ライフサイ
エンスビル、入場無料）し、広く一般の人々に対して、医薬品は
もとより保健衛生思想の啓蒙と薬学への理解を深めて頂く為の企
画も用意しています。すなわち、「生命の世紀を生きる－健やか
な生活を営むために－」というメインテーマのもと、大阪大学・
薬学研究科・東　純一教授に「くすりの効く人、効かない人」（仮
題）と題して、医薬品の作用・副作用が、薬物代謝に関与する遺
伝子によって決められているメカニズムについてお話を頂き、さ
らに、こうした解析によって、テーラーメイド医療という新しい
領域が発展してきた最近の話題についても言及して頂く予定です。
ついで、大阪大学・医学系研究科・森本兼曩教授には「生活習慣
病とライフスタイル」（仮題）と題して、普段曝されている様々
な環境要因を含めた我々のライフスタイルが原因となって多くの
疾患が引き起こされる事についてお話を頂き、また疾患要因が引
き起こす身体反応のメカニズムさえも、近年の生命科学の発展の
成果によって徐々に明らかにされ始めている現状についても述べ
て頂く予定です。 
　どうぞ薬友会会員の皆様方には、第１２４年会そして市民講演会
へ多数お誘い合わせのうえご参加を賜りますよう、ここにお願い
を申し上げる次第でございます。 

日本薬学会第124年会組織委員長 
大阪大学薬学研究科　教授 

真弓　忠範 

臨床薬学、創薬科学、環境科学など総合健康科学として薬学が関わる領域は、今急速に拡大しつつある。本講座
では基礎から臨床まで最新の知見をもとに、現在の課題、将来への展望をそれぞれ最先端の分野で活躍する研究
者、臨床医が講述する。 
平成１５年１１月８日（土）、１１月２９日（土） 
大阪大学コンベンションセンター　１階会議室 
１１月８日（土）　１０：３０～１６：３０ 
　　　　　　　　　『心不全治療の現状と未来』…………（大阪大学大学院・薬学研究科）藤尾　　慈 
　　　　　　　　　『天然物に学ぶ創薬研究』……………（大阪大学大学院・薬学研究科）前崎　直容 
　　　　　　　　　『タンパク質の立体構造と創薬』……（大阪大学大学院・薬学研究科）大久保忠恭 
１１月２９日（土）　１０：３０～１６：３０ 
　　　　　　　　　『がん治療薬シーズを海洋天然物に求めて』 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ……………（大阪大学大学院・薬学研究科）青木　俊二 
　　　　　　　　　『糖尿病の再生医療－ベータ細胞は再生できるか？－』 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …………（大阪大学大学院・医学系研究科）宮崎　純一 
　　　　　　　　　『ヒト細胞を用いた骨関節疾患の治療』 
　　　　　　　　　…………（産業技術総合研究所・ティッシュエンジニアリング研究センター）大串　　始 
１２０名（先着順） 
本講座は大阪大学に限らず広く薬学部卒業生、薬剤師（開局、勤務を問わない）、製薬企業勤務者等、薬
に関する基礎知識を有する人々が対象ですが、一般の方でも本講座に関心のある方の参加を歓迎します。 
２回で６，２００円 
１）受　　付…大阪大学薬学部庶務掛　Ｔｅｌ０６‐６８７９‐８１４４（直通） 
　　　　　　　（受講料持参または現金書留によるものとします） 
２）受付期間…１０月１４日（火）～１０月２７日（月）（定員に達し次第締め切ります） 
　　なお、本講座は日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師対象講座及び 
　　大阪府病院薬剤師会（ＯＨＰ）生涯研修制度認定対象講座です。 
大阪大学薬学部庶務掛　Ｔｅｌ０６‐６８７７‐５１１１ （代表）　０６‐６８７９‐８１４４（直通） 
ホームページアドレス　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｐｈｓ．ｏｓａｋａ‐ｕ．ａｃ．ｊｐ 
大阪大学薬学部　〒５６５‐０８７１　大阪府吹田市山田丘１‐６ 

平成15年度大阪大学薬学部公開講座 
『新時代の薬学』 
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主 催  

大阪大学薬学部創立50周年記念事業 

第5回地域研究交流フォーラム 

「薬学発ベンチャーの息吹」 

　ご参加希望の方はお名前・ご所属を平成１５年９月１２日（金）までに、下記連絡
先までＦＡＸまたはｅ-ｍａｉｌにてお知らせ下さい。本フォーラムの詳細につきまし
ては薬学研究科ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｐｈｓ．ｏｓａｋａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ）に随時掲載して
まいります。 
連絡先：〒５６５‐０８７１　吹田市山田丘１番６号　大阪大学大学院薬学研究科 
　　　　地域研究交流フォーラム実行委員長　今西　武 
　　　　ＴＥＬ：０６‐６８７９‐８２００  ＦＡＸ：０６‐６８７９‐８２０４ 
　　　　ｅ-ｍａｉｌ： ｙａｋｕーｆ＠ｐｈｓ．ｏｓａｋａーｕ．ａｃ．ｊｐ 

　大阪大学薬学部創立５０周年記念事業「地域研究交
流フォーラム」は、大阪大学薬学部・薬学研究科が
２１世紀に大きく発展するために、産官学の連携を
地域の中で推進することにより、新しい薬科学を創
出することを目指してスタートしました。今回は、“新
技術産業化のための大学と企業の役割”について焦
点を絞り、この分野でご高名な専門の先生方を講師
にお迎えして、基調講演、パネルディスカッション
を企画しております。また、若手研究者による薬学
研究科のホットな研究内容を紹介するポスターセッ
ションも併せて行います。 
　この機会に阪大薬友会会員の皆様方が多数ご参加
されますよう期待しております。 

【日　時】平成１５年９月２６日（金）午後１時から 
【会　場】大阪大学医学部　銀杏会館 
【講　師】桐野　豊先生（東京大学大学院薬学系研究科長） 
　　　　　宮田　満先生（日経ＢＰ社先端技術情報センター長） 
　　　　 森下竜一先生（大阪大学医学部客員教授／アンジェスＭＧ） 
【主　催】大阪大学薬学部・薬学研究科 
【参加費】無料 

日本薬学会 
第124年会の開催に 

あたって 

日本薬学会 
第124年会の開催に 

あたって 

「卒後研修会」 
のご案内 

　平成１５年度の卒後研修会は下記の通りすでに第３回まで終わりました
が、秋に第４回は京阪天満橋駅・地下鉄谷町線天満橋駅近くの交通至便
なドーンセンター、第５回は大阪大学薬学部にて午後２時３０分より開催
いたしますので、皆様お誘いあわせの上ご参加下さいますようご案内申
し上げます。なお、参加費は無料で、詳細は大阪大学薬友会ホームページ
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｐｈｓ．ｏｓａｋａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ/ｈｏｍｅｐａｇｅ/ｙａｋｕ/ｓｏｔｓｕｇｏ．ｈｔｍをご覧下さい。
（薬学部世話教官：八木清仁教授） 
 

 
第１回　５月２４日（土）　「新しいうつ病治療薬」…………………………………… 講師　松田敏夫（大阪大学大学院薬学研究科） 
第２回　６月２１日（土）　「光学活性化合物の合成－２００１年度ノーベル化学賞－」　講師　藤岡弘道（大阪大学大学院薬学研究科） 
第３回　７月２６日（土）　「ジェネリック医薬品について」………………………… 講師　戸谷治雅（沢井製薬） 
第４回　９月６日（土）　「タンパク質の一生」……………………………………… 講師　前田正知（大阪大学大学院薬学研究科） 
第５回　１０月２５日（土）　「グローバル化時代の感染症対策」……………………… 講師　山崎伸二（大阪府立大学） 

 

大阪大学薬学部 



日本薬学会 
第124年会の開催に 

あたって 

薬用資源解析学分野　教授　村上　啓寿 

１０ １１ 

薬用資源解析学 
寄附講座新設 
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を含めると全員で１３名のメンバーとなっております。また、本
講座には三栄源エフ・エフ・アイ株式会社の有用植物研究所も
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　村上教授ならびに田村助手は、薬用植物資源由来の医薬のシ
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足がかりとして、より簡略化された構造のリード化合物の合成
を進めておられます。特に、研究対象とする疾病には、マラリ
アやエイズなどの感染症を挙げ、現在のところ、種々の活性天
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れます。すでに、薬用植物園内には栽培圃場およびビニールハ
ウスが建築されており、今後、種々の条件下での栽培や交配研
究を行い、実りある成果を得られることを期待しています。 

　日本薬学会第１２４年会を２００４年３月２８日～３１日の４日間、大阪
市南港地区（ＡＴＣホール、ハイアット・リージェンシー・オオ
サカ、コスモスクエア、国際交流センター、ＷＴＣコスモタワー）
と千里ライフサイエンスビルで開催する事になりました。大阪で
の開催は平成５年（第１１３年会）以来、実に１１年ぶりの事であり
ます。前回は近藤雅臣名誉教授を組織委員長として立派に開催さ
れました。今回の１２４年会も更に充実した学会にしたいものと、
教授会を挙げて準備をしているところです。本来、日本薬学会の
主題は、生物系薬学・物理系薬学・化学系薬学・社会系薬学の４
本柱で支えられる「医薬品創製と適正使用」であり、全国の産・官・

学の約１万人もの薬学研究者・薬剤師が一堂に会し、一年間の学
術的成果等について情報交換を行うことが目的です。さらに本年
会では、人類の健康と福祉に貢献しつつ輝かしい未来を創造する
ことを目指して、海外からの著名な学者１１名（予定）、国内招待
講演者１５名（予定）による特別講演、部会横断的な各種シンポジ
ウム、セミナーなど約４０件を企画し一般講演とあわせて行います。
また、２８日には市民に対する公開講演会を開催（千里ライフサイ
エンスビル、入場無料）し、広く一般の人々に対して、医薬品は
もとより保健衛生思想の啓蒙と薬学への理解を深めて頂く為の企
画も用意しています。すなわち、「生命の世紀を生きる－健やか
な生活を営むために－」というメインテーマのもと、大阪大学・
薬学研究科・東　純一教授に「くすりの効く人、効かない人」（仮
題）と題して、医薬品の作用・副作用が、薬物代謝に関与する遺
伝子によって決められているメカニズムについてお話を頂き、さ
らに、こうした解析によって、テーラーメイド医療という新しい
領域が発展してきた最近の話題についても言及して頂く予定です。
ついで、大阪大学・医学系研究科・森本兼曩教授には「生活習慣
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日本薬学会第124年会組織委員長 
大阪大学薬学研究科　教授 
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第２回　６月２１日（土）　「光学活性化合物の合成－２００１年度ノーベル化学賞－」　講師　藤岡弘道（大阪大学大学院薬学研究科） 
第３回　７月２６日（土）　「ジェネリック医薬品について」………………………… 講師　戸谷治雅（沢井製薬） 
第４回　９月６日（土）　「タンパク質の一生」……………………………………… 講師　前田正知（大阪大学大学院薬学研究科） 
第５回　１０月２５日（土）　「グローバル化時代の感染症対策」……………………… 講師　山崎伸二（大阪府立大学） 
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9年目の幸運 
薬友会会長　林　信一 
　昭和３７年の春、薬科機器協会が設立され、その設立
記念行事の一環として薬科機器カタログを作ることに
なり、協会役員と大学病院の薬剤部長のボスを自認す
る５，６名の先生方が大阪に集まり執筆の手打ち式が行
なわれた。たまたま会場の設営と記録係りとしてその
会に出たのであるが、会の中身はごく簡単、１機種１
枚とし、表はメーカーのページ、裏はメーカーが推薦
するその機械の開発者又はもっとも分かっている人と
する。全機種で５００位になるので１０００ページになる大
きな本である。執筆の請け負うのは初めから分かって
の手打ち式はこれでお仕舞い。すぐに宴会場に移動す
ることになった。移動の途中でその中でもボス中のボ
スであった京大の掛見喜一郎教授にあんな簡単に話が
ついて一体誰が書くのですかと質問した所“今日の顔
ぶれを見たら、誰も書く奴はいない。林君、君が書く
んだ！青木君に言っとくよ”、取り組んでみると卒業
して１０年近くになると化学のツールが全く変わり、研

究の方法も変わっていることが分かった。それぞれの
メーカーと話し合い、製薬会社の現場を回り現場技術
者と話し合い、電子顕微鏡などは日立や明石の研究所
に泊り込んで撮影の資料作り、分析機械はメーカーで
使い方を実習して、さらに各大学の先生と面談してそ
れぞれの機械の評判を纏めた。１０年という短い時間で、
化学が長足の発展していることを実感することが出来
た。３８年の薬学会での機械展示場を歩いた時、どれ
が何処で活躍しているのかが頭の中に浮かび、素晴ら
しい達成感に浸った。それから４ヶ月経ったある日、
ロート製薬の創業者である山田輝郎社長から“貴方に
準備したお金は５億です。どこにも負けない研究所を
作って下さい”と言われ、前年に出会った薬科機器調
査の知識をそのまま使って、研究所の設備を調達する
ことが出来た。ちなみに、昭和３７年の林の年俸は３８万
円であった。今の金に換算すると５０億円位の買い物を
やれといわれたことになる。滅多に無い機会に２つも
出会ったわけで、それが全く同じ知識の範囲で組み合
わせることが出来た。それから４０年、生産現場の設備
を見る眼、研究の機器を考える知識はこの２年間で培
われたのである。 

雑念 
薬友会最高顧問 

近藤 雅臣　（大阪大学名誉教授） 

　相変わらず（学法）滋慶学園、（財）化学物質評価研究
機構、経済産業省、大阪府、尼崎市と忙しく走り回っ
ています。前２者は全国にまたがっているので出張が
多く楽しみです。この歳になってもまだ忘れずに何か
とご用命頂き感謝している次第です。来年５月に実行
委員長をしている国際ロータリー２００４年国際大会がい
よいよ大阪で開催されます。約５万人を集めるつもり
ですので、この仕事が今から山積しています。これも
楽しくやるつもりです。しかし、やはり気になること
は薬学部、或いは、薬剤師の問題です。薬学部の将来
に関しては化学物質学部、化学物質大学構想としてす
でにあちこちで話していますので、ここでは薬剤師に
触れたいのですが、要は薬剤師と調剤士の２資格制と

し、前者は臨床で医師と対等の立場で活躍できる資格
者、後者は医師、薬剤師の指示のもと調剤に専念する
技術者として活躍できるようになればと願っています。
前者は六年制（大学院）、後者は三年制専門学校卒業で
国家試験受験資格が与えられるとすればどうでしょう
か。最近医薬分業が進んできてますが、病院などにお
いて薬剤師はますます患者の目に触れなくなってきて
います。医療の現場で患者の目に触れない職種は医療
職としての存在意義が薄れてしまうのではないでしょ
うか。薬剤師の社会的地位そのものがひいては薬学部
の存在価値につながるのですから、このままではどう
なるのか危惧しています。魅力ある先端技術に突き進
むのも結構ですが、それはいずれは私のいっている化
学物質学の中に融合されていく可能性があり、薬学と
してのくくりをはずれてしまう可能性があります。そ
の、可否は別として、薬学について後を託した後輩の
薬学部職員はこれをどう考え、どう展開していくのか
抱負と使命感を聞かせて欲しいものです。 

大学の大変革に対応して 
薬友会は 
薬友会名誉理事 

濱　 堯夫　（神戸学院大学名誉教授） 

　自然科学の早い進展と、情報技術の進歩に伴う社会
のあらゆる問題のグローバル化、世界同時化時代とな
った事は今更論ずるまでもない。 
　日本社会は少子高齢化を迎え、具体的には人口の減
少と一方大学進学率の増加となり、同年齢層の半数以
上が高等教育を享受する時代となった。この事は日本
社会の教養レベルの向上に結構な事だ。しかし国民の
基本的素質が急に高揚したり、短期的には資質に差が
ない以上、少数エリート教育の場であった大学では学
生の能力低下が言われるようになった。 
　古い旧制大学時代の少数のいわゆる優等生と比較す
れば、学生層の平均的能力の低下は当然であろう。こ
れらの状況は高等教育機関とくに大学数の増加となり、
それに携わる教員数も増加して大学教員職も大衆化し
た職業となっている。古い意識で現況を従来の大学と

比較するのは難しく、まずは教員の時代の変化に対す
る意識と教育方法の改善が急務であろう。 
　日本の教育（大学）制度の時代変化に対応する独立
法人化などのいくつかの改革が叫ばれている。例えば
旧帝大などとくに自然科学系学部を中心に大学院大学
へとシフトされ、その大学院研究科も旧来の学部を基
盤とする境界が学際的というか機能分類が変わってき
ている。さらに社会への実益的貢献度や第三者評価が
取り沙汰されてきた。 
　ところで２１世紀の高等教育論はさて置き、このよう
な大学情勢の変化で、東大由来に歴史に基づく“薬友
会”組織とその内容も考えなければならない。従来の
学部・講座を基礎とする同窓会として学部卒業生の縦
のつながりの在り方もクラス会連合として意味はある。
しかし現状でみても本学で学んだ者の組織として、薬
友会は学部卒中心から大学院修了者・社会人学生・他
学部出身者なども一体化した新しい組織を考える必要
があるのでは。 
　我が薬友会も５０年を経て、非営利法人化へと整備し、
次の５０年を見通して変わって行く必要がある。今と云
う時点で将来を考えるのは難しいことだが。 

薬友会副会長　萬年　成泰 
　薬学部の卒業生も５０期生を越え、また大学も独立法
人へと変わるこの時期に薬学部のありかたにつき改め
て考えてみることは意義のあることではないかと思い
ます。薬学部は小さな学部ながらそのカバーする範囲
は本来は非常に大きいのではないでしょうか。画期的
な医薬品候補を創製するという技術的な基盤はもちろ
んですが、医薬品として世に出るまでの過程で必要と
される非臨床試験と臨床試験にも薬学部で学ぶ知識は
非常に役に立ちます。一方、その過程の最後では厚生
省による承認が必要でありますが、審査をするにあた
って深い医薬品の知識が必要なことはいうまでもあり
ません。また、医薬品が市販された後には、実際に患
者さんにその薬が処方されるときに、医師の診断とと
もに薬剤師の知識が誤用を防ぐ意味で極めて重要です。
また、その医薬品が環境に及ぼす影響を監視していく

必要がありますがこれとて単なる化合物の構造を知っ
ているだけでは役に立たず、その医薬品の生物学的作
用に考えをおよぼすことのできる薬学的知識がなけれ
ばなりません。かように多くの使命がありながら卒業
生の行き先を見ると、まず厚生省や病院などへ行く方
が少ない。こういうところが医薬品が実際に使われる
場を担っていて、その死命を制するかもしれないのに
です。そして、多くが合成屋だとか薬理屋ですとかい
って（例としてです。本来薬学部全体のことです。す
みません）主として製薬会社に勤めることになってい
るように思われます。しかし、専門分野のみに拠って
立ちますとほかの学部から来た本当にそれ専門の人に
むしろ負けるかもしれません。ですから薬学部には医
薬品の創製から開発、承認、環境事項などの薬学部の
使命の全体像を教えていただき本来の大きな使命を持
った薬学部にしてくださることを願います。 
 

薬友会副会長　奥田 順三 
　十年以上も前のことですが、通勤途上の武蔵野線の
満員電車でのできごとでした。ある駅から若者がリュ

ックサックを担いで強引に乗り込んできました。日ご
ろから若者の傍迷惑な態度に業を煮やしていましたの
で、「リュックはハイキング用だよ。」と注意すること
になりました。その若者は「てめいに文句言われる筋

合いじゃねぇよ。」と空いている両手で私のネクタイ
を引っ張りました。周りの乗客の方の応援もあり、彼
の荒れは治まりました。ひと呼吸置いて、「注意の仕
方がまずかったようだね。」と話しかけると、「すみま
せんでした。」と小さな反応がありました。 
　この話を周りの人達にしますと、ある人が「よく無
事でしたね。」とあきれられ、改めて自分の無鉄砲さ

を反省しました。その後は、リックの持ち方の注意が
駅構内に流れるようになり、一応の落ち着きがえられ
たように感じておりました。しかし最近、ショルダー
バック式のカバンの持ち方の若者、いや中年も女性も
増えてきています。毎日の憂うつが続いておりますが、
それをしっかりと注意できない自分に業を煮やしてい
るこのごろです。 
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　医療分野における社会環境は最近大変厳しくなっておりますが、本学においても、教官定員削減、独法化、薬学教育年限延
長などの問題への対応が続いております。学外役員の先生方からも、これらと関連して薬学部、薬友会の新たな方向性について
の提言がありました。一方、本号の受賞の喜びや海外派遣だよりに多くの学生、若い研究者が登場してきたことは大変明るい話
題です。この欄が続くことを期待しています。また、薬学会年会（組織委員長：真弓教授）が来春大阪南港地区で開催されま
す。会員の皆様におかれましては、この機会にどうぞ大阪にお集まり下さいますようご案内申しあげます。　　　　　　　（Ｔ．Ｍ．） 

２年生 ３年生 ４年生 １年次 

修士課程（博士前期） 修士課程（博士後期） 

薬 学 研 究 科  
薬 学 部  

２年次 １年次 ２年次 ３年次 １年生 

８７ ８８ ８９ １０３ ９４ ３５ ３３ ４４ ８９ 

２８ －－ ３ ０ １ ２４ 博士後期 

８４ ２８ ４５ １ １ ９ 博士前期 

８８ ６９ １１ ０ １ ７ 学部学生 

卒業者総数 進学 企業 病院 官公庁 その他 

林　信一（１） 
萬年成泰（９）　奥田順三（９）　真弓忠範（１２） 
岩田宜芳（１１）　伊藤允好（１２）　田中慶一（１３） 
山内　博（１３）　谷野勝則（１４）　今西　武（１５） 
勝野真吾（１５）　大杉義征（１５）　鍋島俊隆（１６） 
馬場明道（１７）　植木明廣（１７）　鈴木桂子（１７） 
那須正夫（２１）　小林資正（２２） 
学部長（役職指定，宮本和久：特） 
大阪大学薬学部全専任教授 
（総務担当：田中（徹）、会計担当：前田、 
名簿担当：八木、広報紙担当：松田） 
大森秀信（９）　山下治夫（１３） 
近藤雅臣（２） 
新田進治（２） 
濱　堯夫（２）　抱　忠男（２）　藤井正美（２） 
松本光雄（２）　岩田宙造（６） 

会　　　長 
副　会　長 
理　　　事 
 
 
 
 
幹　事　長 
幹　　　事 
 
 
監　　　事 
最 高 顧 問 
顧　　　問 
名 誉 理 事 

　薬友会会員の皆様におかれましては、ますま

すお元気にご活躍のこととお慶び申し上げます。

今年６月から宮本教授の後を受けて薬学研究科

長・薬学部長に就任し、同時に役職指定で薬友

会幹事長を仰せつかりました。平成９－１１年に

続いて、２回目となります。前回は大学院重点

化、今回は国立大学法人化と共に大きな制度改

革の時期に一致しますが、いずれもそれらに関

わってきた関係上、大役を仰せつかったという

次第です。最近の大阪大学、薬学研究科を取り

巻く情況を会員の皆様に報告し、ご挨拶に代え

させていただきます。 

　ご承知のように、国立大学法人化法案が国会

で成立し、平成１６年４月より、新しく国立大学

法人大阪大学が発足します。運営組織としては

総長を含む８名の役員（外部１名を含む）から

構成される役員会が最高意志決定機関となりま

す。役員会は経営協議会により外部から意見を

採り入れると共に、教育研究評議会（従来の評

議会に相当）による内部の意見をもとに大阪大

学を運営することになります。役員会のもとに、

総合計画室、教育・情報室、研究推進室、評価・

広報室、財務会計室、人事労務室の６つの室が

設置され、全ての立案、調整などを行い、各々

の室の長が役員となる構成です。 

　大阪大学もこの１年間で１期６年間（平成１６

－２２年）の中期計画、中期目標を立て、それに

合わせて各部局も中期目標、計画の策定を行っ

ております。これらの目標、計画は文部科学省

大臣の認可により実施され、期末においてその

達成度を評価され、その結果が２期目の予算措

置などに大きく反映されることとされておりま

す。これらの流れに合わせて、大阪大学でも大

学による部局を対象とした組織評価を導入し、

その成果に合わせた予算配分を実施する方向と

なっております。薬学研究科・薬学部も中期目

標・計画を策定すると共に、法人化に伴う種々

の対応を行っているところです。法人化は一つ

の側面として、管理の強化と弱肉強食の思想を

背景に持つことが指摘されています。従って、

もっとも重要なことは大阪大学の中で、薬学部

が外部に対してより自己主張をし、その存在感

を高めることを第一とすることです。 

　法人化の時代には今まで以上に大学が社会、

地域と関わる中で発展することが求められてい

ます。その視点から薬学研究科では多彩な活動

を展開しておりますが、中でも、薬学部５０周年

記念事業の一環として立ち上げた「地域研究交

流フォーラム」も今年で３年目を迎え、ますま

す充実したものになっております。今年度は９

月２６日（金）に予定されておりますので多くの先

輩諸氏のご参加をお待ちしております。 

　法人化以外にも、従来から議論されてきまし

た薬学教育年限問題（いわゆる６年制）がかな

りまとまりつつある情況にあります。この問題

への対処は法人化以上に薬学研究科の将来を左

右する極めて重要な問題であります。われわれ

全ての教職員が全力を挙げ、これらの解決を目

指すことは当然でありますが、先輩諸氏のご指

導、ご鞭撻を頂くことにより何とか将来の発展

的な展開を目指していきたいと考えております。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

寄付および 
終身会費 
納入者一覧 

　薬友会では４８期生以降については終身会費制（３０，０００円）をとっておりますが、そ
れ以前の卒業生には、会費に代わってご寄付をいただくことにいたしております。ご
寄付いただいた会員諸兄姉にお礼申し上げます。引続き広くご協力をお願いいたします。 
　下記の一覧は２００２年６月１日より２００３年５月３１日の間に終身会費とご寄付いただい
た方ですが、お名前が漏れている場合は薬友会会計担当までお知らせください。なお
寄付は１口５，０００円とし、同封の振込用紙でお送りくださいますようお願いいたします。 

（数字：期数、特別：特別会員） 

稲津　邦平（２）  
岡田　忠夫（２）  
濱　　尭夫（２）  
樋口　　進（２）  
井田　和枝（３）  
牛川　久雄（３）  
小林　良雄（３）  
小村　典子（３）  
田口　貞男（３）  
田中　悦子（３）  
濱　　一枝（３）  
新籾志保子（４）  
末田　寿子（４）  
竹田イサ子（４）  
峯本　嘉造（４）  
繁田　　実（５） 
鈴木美代子（５） 
木原　聆子（６） 

深本　明子（６） 
板崎サト子（７） 
折田　瑛子（８） 
高山　芳香（８） 
宮本　信子（８） 
杉本　　和（９） 
武知ハルミ（９） 
鳥内　淳子（９） 
西田　陽子（９） 
西村　豊子（９） 
荒木　公江（１０） 
岡島　順子（１０） 
久保田蓉子（１０） 
橋本　澄子（１０） 
尾野　慶子（１２） 
多田維久子（１２） 
細見　三郎（１２） 
吉田　洋子（１２） 

白木　政巳（１３） 
日比　善朗（１３） 
競　　奈尾（１４） 
中西　信子（１４） 
長村みどり（１４） 
野田　弘子（１４） 
日比野俊彦（１４） 
森井　慶子（１４） 
月原　冨武（１５） 
樋口　幸雄（１５） 
大橋　光雄（１６） 
大橋　良子（１６） 
岡上伊都子（１６） 
柴地　暁子（１６） 
鶴田　康則（１６） 
原田　昌弘（１６） 
藤井　敏彦（１６） 
藤田日出子（１６） 

細見　庸子（１６） 
三宅　正治（１６） 
山中すみへ（１６） 
山中　芳夫（１６） 
岡　佳津子（１７） 
角村　和彦（１７） 
北澤　恵子（１７） 
宮本　知久（１７） 
岩田　純子（１８） 
椿井　容子（１８） 
平谷　　一（１８） 
喜多　知子（１９） 
大垣寿美子（２０） 
高松　典正（２０） 
西田　春昭（２０） 
森　久美子（２０） 
宇野　雪子（２１） 
修理　一子（２２） 

橋村　恵子（２２） 
岸本知英子（２４） 
畑　　真弓（２５） 
向原　　恵（２５） 
大岩　陽子（２６） 
長山多美子（２６） 
山本真理子（２６） 
石川ひとみ（２７） 
井上　陽子（２７） 
荻野　晴代（２７） 
小南　順子（２７） 
竹田　朋子（２７） 
高井　晃子（３０） 
柴山　朋子（３２） 
岡本　博樹（３５） 
竹本　靖子（３５） 
磯和　明子（３７） 
藤田　真砂（３８） 

山田　智子（４０） 
溝口　　正（院６） 
長尾　重行（院９） 
松本　純一（院９） 
石原美知子（院１０） 
山木　正枝（院１０） 
青木　正忠（院１２） 
竹内　由和（院１２） 
山本　重雄（院１２） 
鍋島　俊隆（院１６） 
菅原　民雄（院１８） 
辻井　伸治（院２５） 
西永　正樹（院２６） 

衛藤　佑介（５１）         
大西　　亮（５１）         
幸田　健一（５１）         
杉本　詠子（５１）          
竹田　昌史（５１）          
鶴田まどか（５１）        
中村　周平（５１）  
橋本真由美（５１）  
古木　理恵（５１）  
星野こう子（５１）  
松本あゆみ（５１）  
溝渕　秀敏（５１）  
村田　信高（５１）  
柳田　大輔（５１）  
六田　光洋（５１）  

大林佳名子（５２）  
金川　尚子（５２）  
久保　大空（５２）  
小林あすか（５２）  
川口亜希子（５４）  
木村　友美（５４） 
鈴木　孝幸（５４） 
高辻茉由子（５４） 
辻本　景英（５４） 
丹羽章一朗（５４） 
東　由貴江（５５） 
渥美　知恵（５５） 
安部　智裕（５５） 
石井裕美子（５５） 
石塚　賀彦（５５） 

稲田　大彦（５５） 
伊野　達徳（５５） 
井上　尚子（５５） 
上野　耕司（５５） 
上野　紘之（５５） 
植山　裕司（５５） 
大河　万顕（５５） 
大谷　一平（５５） 
大槻　健弥（５５） 
大眉　佳大（５５） 
岡本　和久（５５） 
重川　晋一（５５） 
角野　洋一（５５） 
加茂　里美（５５） 
久米　　舞（５５） 

後藤　章広（５５） 
斉藤友歌里（５５） 
桜井　佑介（５５） 
嶋田　祥子（５５） 
高井　良宏（５５） 
高橋　正也（５５） 
高橋　美佳（５５） 
田辺　　綾（５５） 
谷本　恵一（５５） 
坪谷　好恵（５５） 
鳥居　将士（５５） 
中村　太樹（５５） 
西川　剛生（５５） 
能瀬　梓早（５５） 
服部　芳明（５５） 

英　　杏子（５５） 
羽場　亮太（５５） 
林　　香織（５５） 
端山　明子（５５） 
原田　秀作（５５） 
平山　恵実（５５） 
深坂　昌弘（５５） 
藤坂　朱紀（５５） 
藤田　裕介（５５） 
松川　周平（５５） 
松田　真希（５５） 
松原　惇起（５５） 
松本　梨江（５５） 
松山　憲司（５５） 
豆成　直子（５５） 

宮本　智子（５５） 
三好　哲也（５５） 
森岡　健州（５５） 
森川　大亮（５５） 
森本　雄輔（５５） 
安田宗一郎（５５） 
矢田　　幸（５５） 
矢野　耕史（５５） 
山口　みほ（５５） 
吉田　康伸（５５） 
若山　貴成（５５） 
渡辺　一平（５５） 

編
集
後
記 
平成１５年度薬学部および 
薬学研究科学生在籍数（平成１５年４月１日現在） 
平成１５年度薬学部および 
薬学研究科学生在籍数（平成１５年４月１日現在） 

平成１４年度卒業者の進路 平成１４年度卒業者の進路 

薬友会役員名簿 薬友会役員名簿 

寄 付 納 入 者  

終身会費納入者 

薬友会幹事長 

馬 場　明 道  
（薬学研究科長・薬学部長） 
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